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平 成 １ ２ 年 ２ 月 ８ 日 付 け 諮 問 第 ８ ３ 号 に よ り 本 審 議 会 に

対 し て な さ れ た 「 水 質 に 係 る 化 学 的 酸 素 要 求 量 の 総 量 規、

制 基 準 の 設 定 方 法 の 改 定 並 び に 窒 素 及 び 燐 の 総 量 規 制 基 準

の 設 定 方 法 及 び 汚 濁 負 荷 量 の 測 定 方 法 等 の 設 定 に つ い て

（ 諮 問 」 に つ い て は 、 水 質 部 会 に 設 置 し た 総 量 規 制 基 準）

等 専 門 委 員 会 に お い て 検 討 が 行 わ れ 、 今 般 、 同 専 門 委 員 会

よ り 別 添 の と お り の 報 告 書 が 本 審 議 会 に 提 出 さ れ た 。

本 審 議 会 に お い て は 、 同 専 門 委 員 会 に お け る 検 討 の 経 緯

及 び 結 果 を 踏 ま え て 審 議 し た 結 果 、 化 学 的 酸 素 要 求 量 の 総

量 規 制 基 準 の 設 定 方 法 並 び に 窒 素 及 び 燐 の 総 量 規 制 基 準 の

設 定 方 法 及 び 汚 濁 負 荷 量 の 測 定 方 法 等 に 関 す る 同 専 門 委 員

会 報 告 の 内 容 が 適 切 な も の で あ る と の 結 論 を 得 た 。

政 府 に お い て は 、 こ れ を 踏 ま え 、 今 後 適 切 な 第 ５ 次 水 質

総 量 規 制 の 実 施 を 図 ら れ た い 。
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Ⅰ 化学的酸素要求量の総量規制基準の設定方法の改定並びに窒素及び燐の総

量規制基準の設定方法の設定について

水質の総量規制に係る総量規制基準は、指定地域内事業場から排出される

排出水の汚濁負荷量について、都道府県知事が環境庁長官の定める範囲内に

おいて定める許容限度であり、下水道等の生活排水処理施設の整備の促進、

総量規制基準が適用されない小規模特定事業場及び未規制事業場における汚

濁負荷量削減対策の推進等とともに、指定水域に係る汚濁負荷量の削減目標

量を達成するための主要な方途である。

総量規制基準を定めるに当たっては、指定地域内事業場に係る業種等の実

態、排水処理技術水準の動向等を勘案し、現実的に対応可能な範囲において

定めることが肝要である。

化学的酸素要求量については、これまでの４次にわたる総量規制の結果、

総量規制基準を定める算式における化学的酸素要求量が比較的良好なレベル

となっている業種その他の区分がある一方、依然としてその強化が課題とな

っているものがあることから、総量規制基準の見直しが必要である。また、

引き続き、新増設の工場・事業場についてはできるだけ負荷量の抑制を図る

ための措置を講じることが必要である。

また、窒素及び燐については、総量規制の対象項目として新たに指定する

ことが適当とされたところであるが、これまでに実施されてきた各水域にお

ける削減指導や、水質汚濁防止法に基づく一律排水基準、暫定排水基準及び

都府県における上乗せ排水基準等の実施状況を踏まえ、総量規制基準を適切

に設定することが必要である。新増設の工場・事業場についても、化学的酸

素要求量と同様の考え方にたち一層の汚濁負荷量の削減を図ることが必要で

ある。

第５次総量規制における総量規制基準の改定及び設定にあたっては、上記

の考え方を基本として、総量規制基準の算式、化学的酸素要求量についての

総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ごとの範囲の改定並びに

窒素含有量及び燐含有量についての総量規制基準に係る業種その他の区分及

びその区分ごとの範囲の設定を行うものとする。
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１ 化学的酸素要求量

（１）総量規制基準に係る算式

これまでの４次にわたる総量規制の経緯を踏まえ、第４次総量規制の算

式と同様とする。

－３Ｌ ＝Ｃ ・Ｑ ×１０Ｃ Ｃ Ｃ

Ｌ 排出が許容される汚濁負荷量（単位 一日につきキログラム）Ｃ

Ｃ 都道府県知事が定める一定の化学的酸素要求量（単位 一リッＣ

トルにつきミリグラム）

Ｑ 特定排出水（排出水のうち、特定事業場において事業活動そのＣ

他の人の活動に使用された水であって、専ら冷却用、減圧用その

他の用途でその用途に供することにより汚濁負荷量が増加しない

ものに供された水以外のものをいう。以下同じ ）の量（単位。

一日につき立方メートル）

新たに特定施設が設置される指定地域内事業場（工場又は事業場で、特

定施設の設置又は構造等の変更により新たに指定地域内事業場となるもの

を含む）及び新たに設置される指定地域内事業場については、次に掲げる

算式により総量規制基準を定める。

－３Ｌ ＝（Ｃ ・Ｑ ＋Ｃ ・Ｑ ＋Ｃ ・Ｑ ）×１０Ｃ Ｃｊ Ｃｊ Ｃｉ Ｃｉ Ｃ０ Ｃ０

Ｃ 都道府県知事が定める一定の化学的酸素要求量（単位 一リッＣｊ

トルにつきミリグラム）

Ｃ 都道府県知事が定める一定の化学的酸素要求量（単位 一リッＣｉ

トルにつきミリグラム）

Ｃ 都道府県知事が定める一定の化学的酸素要求量（単位 一リッＣ０

トルにつきミリグラム）

Ｑ 平成３年７月１日以後に特定施設の設置又は構造等の変更によＣｊ

り増加する特定排出水の量（平成３年７月１日以後に設置される

指定地域内事業場に係る場合にあっては、特定排出水の量（単位

一日につき立方メートル ））

Ｑ 昭和55年７月１日から平成３年７月１日の前日までの間に特定Ｃｉ

施設の設置又は構造等の変更により増加する特定排出水の量（昭

和55年７月１日から平成３年７月１日の前日までの間に設置され

る指定地域内事業場に係る場合にあっては、特定排出水の量（Ｑ

を除く （単位 一日につき立方メートル）Ｃｊ 。））

Ｑ 特定排出水の量（Ｑ 及びＱ を除く （単位 一日につきＣ０ Ｃｊ Ｃｉ 。）

立方メートル）
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（２）総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ごとの範囲

総量規制基準に係る業種その他の区分については、これまでの４次にわ

たる総量規制の経緯を踏まえ、現行第４次の業種その他の区分と同一とす

ることが適当である。

総量規制基準に係る区分ごとの範囲については、基本的に発生負荷量が

大きい業種、現行第４次における総量規制基準が依然として高いレベルに

ある業種その他の区分を対象とし、排水水質の実態、これまでの４次にわ

たる総量規制において実施されてきた削減対策等を勘案するとともに、都

府県における総量規制基準の設定状況を勘案した上で改定することが適当

である。

以上を踏まえ、総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ごと

の範囲については、別表１の第二欄に掲げる業種その他の区分ごとに、Ｃ

及びＣ の値に係るものにあっては、同表の第三欄（１）の（イ）に掲Ｃ Ｃ０

げる値以上（ロ）に掲げる値以下、Ｃ の値に係るものにあっては、同表Ｃｉ

の第三欄（２）の（イ）に掲げる値以上（ロ）に掲げる値以下、Ｃ の値Ｃｊ

、 （ ） （ ） （ ）に係るものにあっては 同表の第三欄 ３ の イ に掲げる値以上 ロ

に掲げる値以下とすることが適当である。

２ 窒素含有量及び燐含有量

（１）総量規制基準に係る算式

化学的酸素要求量についての第１次総量規制の算式と同様とする。

－３窒素含有量 Ｌ ＝Ｃ ・Ｑ ×１０Ｎ Ｎ Ｎ

Ｌ 排出が許容される汚濁負荷量（単位 一日につきキログラム）Ｎ

Ｃ 都道府県知事が定める一定の窒素含有量（単位 一リットルにＮ

つきミリグラム）

Ｑ 特定排出水の量（単位 一日につき立方メートル）Ｎ

－３燐含有量 Ｌ ＝Ｃ ・Ｑ ×１０Ｐ Ｐ Ｐ

Ｌ 排出が許容される汚濁負荷量（単位 一日につきキログラム）Ｐ

Ｃ 都道府県知事が定める一定の燐含有量（単位 一リットルにつＰ

きミリグラム）

Ｑ 特定排出水の量（単位 一日につき立方メートル）Ｐ
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新たに特定施設が設置される指定地域内事業場（工場又は事業場で、特

定施設の設置又は構造等の変更により新たに指定地域内事業場となるもの

を含む）及び新たに設置される指定地域内事業場については、次に掲げる

算式により総量規制基準を定める。

－３窒素含有量 Ｌ ＝（Ｃ ・Ｑ ＋Ｃ ・Ｑ ）×１０Ｎ Ｎｉ Ｎｉ Ｎ０ Ｎ０

Ｃ 都道府県知事が定める一定の窒素含有量（単位 一リットルにＮｉ

つきミリグラム）

Ｃ 都道府県知事が定める一定の窒素含有量（単位 一リットルにＮ０

つきミリグラム）

Ｑ 都道府県知事が定める日以後に特定施設の設置又は構造等の変Ｎｉ

更により増加する特定排出水の量（当該都道府県知事が定める日

以後に設置される指定地域内事業場に係る場合にあっては、特定

排出水の量（単位 一日につき立方メートル ））

Ｑ 特定排出水の量（Ｑ を除く （単位 一日につき立方メーＮ０ Ｎｉ 。）

トル）

－３燐含有量 Ｌ ＝（Ｃ ・Ｑ ＋Ｃ ・Ｑ ）×１０Ｐ Ｐｉ Ｐｉ Ｐ０ Ｐ０

Ｃ 都道府県知事が定める一定の燐含有量（単位 一リットルにつＰｉ

きミリグラム）

Ｃ 都道府県知事が定める一定の燐含有量（単位 一リットルにつＰ０

きミリグラム）

Ｑ 都道府県知事が定める日以後に特定施設の設置又は構造等の変Ｐｉ

更により増加する特定排出水の量（当該都道府県知事が定める日

以後に設置される指定地域内事業場に係る場合にあっては、特定

排出水の量（単位 一日につき立方メートル ））

Ｑ 特定排出水の量（Ｑ を除く （単位 一日につき立方メーＰ０ Ｐｉ 。）

トル）

（２）総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ごとの範囲

総量規制基準に係る業種その他の区分については、化学的酸素要求量と

一体的な汚濁負荷削減を図る観点から、第４次総量規制の区分と同一とす

る。

総量規制基準に係る区分ごとの範囲については、水質汚濁防止法に基づ

く一律排水基準、暫定排水基準及び都府県における上乗せ排水基準等現行

制度の実施状況を十分踏まえつつ、排水水質の実態、排水処理技術の実態

等を勘案して設定することが適当である。



- 5 -

以上を踏まえ、総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ごと

の範囲については、

① 窒素含有量については、別表２の第二欄に掲げる業種その他の区分ご

とに、Ｃ 及びＣ の値に係るものにあっては、同表の第三欄（１）のＮ Ｎ０

（イ）に掲げる値以上（ロ）に掲げる値以下、Ｃ の値に係るものにあＮｉ

っては、同表の第三欄（２）の（イ）に掲げる値以上（ロ）に掲げる値

以下とし、

② 燐含有量については、別表３の第二欄に掲げる業種その他の区分ごと

、 、 （ ） （ ）に Ｃ 及びＣ の値に係るものにあっては 同表の第三欄 １ の イＰ Ｐ０

（ ） 、 、に掲げる値以上 ロ に掲げる値以下 Ｃ の値に係るものにあってはＰｉ

同表の第三欄（２）の（イ）に掲げる値以上（ロ）に掲げる値以下

とすることが適当である。
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Ⅱ 窒素及び燐の汚濁負荷量の測定方法等について

１ 基本的考え方

水質の総量規制制度においては、事業者による適正な汚濁負荷量の測定及

び記録が制度の的確な運営を担保する上での根幹をなしている。

このため、水質汚濁防止法において 「総量規制基準が適用されている指、

、 、定地域内事業場から排出水を排出する者は 総理府令で定めるところにより

当該排出水の汚濁負荷量を測定し、その結果を記録しておかなければならな

（ ）」 、 、い 法第１４条第２項 こととされており 化学的酸素要求量については

以下の事項につき総理府令で定められている。

① 特定排出水の汚染状態の計測方法

② 特定排出水の量の計測方法

③ 特定排出水の汚濁負荷量の算定方法

④ 特定排出水の汚濁負荷量の測定頻度

⑤ 特定排出水の汚濁負荷量の測定結果の記録方法

窒素及び燐の汚濁負荷量は、化学的酸素要求量と同様、総量規制基準が適

用される特定排出水の量と窒素又は燐に関する汚染状態（濃度）との積とし

て得られるものであり、測定対象となる特定排出水も基本的に化学的酸素要

求量に係るものと同一である。

このため、新たに窒素及び燐の測定方法等を定めるに当たっては、上記①

～⑤のうち、①の汚染状態の計測方法を除き、化学的酸素要求量と同一とす

ることが適当である。

窒素及び燐に関する汚染状態の計測方法については、自動計測器について

その現場における適用性等を踏まえ、化学的酸素要求量と同様に位置付ける

とともに、窒素含有量及び燐含有量の排水基準に係る検定方法を参考とする

ことが適当である。
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２ 特定排出水の窒素及び燐に関する汚染状態の計測方法

排水量の区分 水質の計測方法 水量の計測方法 排水の期間

(ｍ ／日) (測定の期間)３

４００以上 別記１ 別記２ 毎 日

(1)または(2) (1)または(2) (毎日測定)

２００～４００ ７日

以上 未満 (1回以上／ 7日)

別記１ 別記２

１００～２００ (1)～(3)の (1)～(3)の １４日

以上 未満 いずれかの方法 いずれかの方法 (1回以上／14日)

５０～１００ ３０日

以上 未満 (1回以上／30日)

別記１（汚染状態の計測方法）

（１）自動計測器により計測する方法

（２）コンポジットサンプラーにより採水し、指定計測法 で計測する方法注）

（３）指定計測法により計測する方法（ ２）の方法を除く）（

別記２（排水量の計測方法）

（１）流量計又は流速計により計測する方法

（２）積算体積計により計測する方法

（３）ＪＩＳＫ００９４の８に定める方法

注）指定計測法：窒素含有量及び燐含有量の排水基準に係る検定方法

窒素含有量 燐含有量

・総和法 ・ペルオキソ二硫酸カリウム分解法

(JIS K0102 45.1) (JIS K0102 46.3.1)

・紫外線吸光光度法 ・硝酸･過塩素酸分解法

(JIS K0102 45.2) (JIS K0102 46.3.2)

・硝酸･硫酸分解法

(JIS K0102 46.3.3)



別
表
１
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
）

化
学
的
酸
素
要
求
量
（
単
位
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ

業
種
そ
の
他
の
区
分

ラ
ム
）

備
考

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
イ
）

（
ロ
）

（
イ
）

（
ロ
）

（
イ
）

（
ロ
）

一

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

〇
〇
〇

以
上
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

二

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

七
〇

一
二
〇

七
〇

一
〇
〇

六
〇

九
〇

〇
〇
〇

未
満
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

三

天
然
ガ
ス
鉱
業

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

四

非
金
属
鉱
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

五

肉
製
品
製
造
業

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

六

乳
製
品
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

び
（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
〇
、
五

〇
と
す
る
。

七

畜
産
食
料
品
製
造
業
（
前
二
項
に

四
〇

八
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

八

水
産
缶
詰
・
瓶
詰
製
造
業

四
〇

八
〇

四
〇

六
〇

三
〇

六
〇

九

寒
天
製
造
業

八
〇

一
二
〇

八
〇

一
〇
〇

八
〇

一
〇
〇

一
〇

魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
〇

五
〇

十
一

水
産
練
製
品
製
造
業

三
〇

八
〇

三
〇

六
〇

二
〇

五
〇

す
り
身
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
四

〇
、
一
一
〇
、
四
〇
、
七
〇
、
三
〇
、
七
〇

と
す
る
。

十
二

冷
凍
水
産
物
製
造
業

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

二
〇

五
〇

す
り
身
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

十
三

冷
凍
水
産
食
品
製
造
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

三
〇

六
〇

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
三

十
四

水
産
食
料
品
製
造
業
（
八
の
項
か

〇
、
七
〇
、
三
〇
、
七
〇
、
三
〇
、
七
〇
と

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

す
る
。

く

）。

十
五

野
菜
缶
詰
・
果
実
缶
詰
・
農
産
保

三
〇

一
〇
〇

三
〇

七
〇

三
〇

六
〇

存
食
料
品
製
造
業

十
六

野
菜
漬
物
製
造
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

三
〇

六
〇

十
七

味
そ
製
造
業

七
〇

一
〇
〇

七
〇

九
〇

三
〇

八
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

び
（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
〇
、
九

〇
と
す
る
。

十
八

し
ょ
う
油
・
食
用
ア
ミ
ノ
酸
製
造

七
〇

一
〇
〇

七
〇

九
〇

四
〇

八
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

業

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

値
は
、
六
〇
と
す
る
。

一
九

化
学
調
味
料
製
造
業

二
〇

七
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

ソ
ー
ス
製
造
業

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
一

食
酢
製
造
業

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
二

砂
糖
精
製
業

四
〇

八
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
三

ぶ
ど
う
糖
・
水
あ
め
・
異
性
化
糖

五
〇

九
〇

五
〇

七
〇

三
〇

五
〇



製
造
業

二
四

小
麦
粉
製
造
業

三
〇

七
〇

三
〇

七
〇

三
〇

七
〇

二
五

パ
ン
製
造
業

三
〇

八
〇

三
〇

八
〇

二
〇

四
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

び
（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
〇
、
五

〇
と
す
る
。

二
六

生
菓
子
製
造
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

三
〇

六
〇

二
七

ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
・
干
菓
子
製
造
業

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

三
〇

六
〇

二
八

米
菓
製
造
業

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

二
九

パ
ン
・
菓
子
製
造
業
（
二
五
の
項

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

六
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

除
く

）

値
は
、
四
〇
と
す
る
。

。

三
〇

植
物
油
脂
製
造
業

四
〇

八
〇

四
〇

六
〇

三
〇

六
〇

三
一

動
物
油
脂
製
造
業

三
二

食
用
油
脂
加
工
業

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

三
三

ふ
く
ら
し
粉
・
イ
ー
ス
ト
・
そ
の

一
一
〇

一
三
〇

一
〇
〇

一
二
〇

九
〇

一
一
〇

他
の
酵
母
剤
製
造
業

三
四

穀
類
で
ん
ぷ
ん
製
造
業

五
〇

八
〇

五
〇

八
〇

四
〇

八
〇

三
五

め
ん
類
製
造
業

三
〇

八
〇

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

三
六

こ
う
じ
・
種
こ
う
じ
・
麦
芽
・
も

三
〇

八
〇

三
〇

八
〇

三
〇

八
〇

や
し
製
造
業

三
七

豆
腐
・
油
揚
製
造
業

三
〇

八
〇

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

三
八

あ
ん
類
製
造
業

六
〇

一
〇
〇

六
〇

八
〇

四
〇

八
〇

三
九

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業

三
〇

五
〇

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

四
〇

そ
う
（
惣
）
菜
製
造
業
の
う
ち
煮

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

豆
の
製
造
に
係
る
も
の

四
一

清
涼
飲
料
製
造
業

二
〇

六
〇

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

四
二

果
実
酒
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

四
三

ビ
ー
ル
製
造
業

四
四

清
酒
製
造
業

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

四
五

蒸
留
酒
・
混
成
酒
製
造
業

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

び
（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
〇
、
五

〇
と
す
る
。

四
六

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

四
七

配
合
飼
料
製
造
業

二
〇

七
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

四
八

単
体
飼
料
製
造
業

二
〇

九
〇

二
〇

六
〇

二
〇

六
〇

四
九

有
機
質
肥
料
製
造
業

二
〇

七
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

五
〇

た
ば
こ
製
造
業

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

五
一

器
械
生
糸
製
造
業

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

五
二

座
繰
生
糸
製
造
業

五
三

玉
糸
製
造
業

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

五
四

生
糸
製
造
業
（
五
一
の
項
か
ら
前

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

五
五

繊
維
工
業
（
五
一
の
項
か
ら
前
項

八
〇

一
一
〇

八
〇

一
〇
〇

七
〇

九
〇

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
衣
服
そ

の
他
の
繊
維
製
品
に
係
る
も
の
を

除
く
。
以
下
同
じ

）
で
整
毛
工
程

。



に
係
る
も
の

五
六

繊
維
工
業
で
副
蚕
糸
精
錬
工
程
に

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

三
〇

六
〇

係
る
も
の

五
七

繊
維
工
業
で
麻
製
繊
工
程
に
係
る

九
〇

一
一
〇

九
〇

一
一
〇

九
〇

一
一
〇

も
の

五
八

繊
維
工
業
で
毛
織
物
機
械
染
色
整

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

三
〇

六
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

理
工
程
（
の
り
抜
き
、
精
錬
漂

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

白
、
シ
ル
ケ
ッ
ト
加
工
そ
の
他
の

値
は
、
四
〇
と
す
る
。

染
色
整
理
工
程
に
付
帯
し
て
行
わ

れ
る
加
工
処
理
工
程
（
以
下
「
染

色
整
理
工
程
付
帯
加
工
処
理
工

程
」
と
い
う

）
を
含
む

）
に
係

。

。

る
も
の

五
九

繊
維
工
業
で
織
物
機
械
染
色
整
理

八
〇

一
二
〇

八
〇

一
〇
〇

八
〇

一
〇
〇

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

六
〇

繊
維
工
業
で
織
物
手
加
工
染
色
整

九
〇

一
二
〇

九
〇

一
一
〇

九
〇

一
一
〇

理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加

工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も

。

の

六
一

繊
維
工
業
で
綿
状
繊
維
・
糸
染
色

五
〇

一
〇
〇

五
〇

九
〇

五
〇

七
〇

整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯

加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る

。

も
の

六
二

繊
維
工
業
で
ニ
ッ
ト
・
レ
ー
ス
染

五
〇

一
〇
〇

五
〇

八
〇

五
〇

七
〇

色
整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付

帯
加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係

。

る
も
の

六
三

繊
維
工
業
で
繊
維
雑
品
染
色
整
理

九
〇

一
二
〇

九
〇

一
二
〇

八
〇

一
一
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

値
は
、
九
〇
と
す
る
。

。

六
四

繊
維
工
業
で
不
織
布
製
造
工
程
に

七
〇

九
〇

七
〇

九
〇

六
〇

九
〇

係
る
も
の

六
五

繊
維
工
業
で
フ
エ
ル
ト
製
造
工
程

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

に
係
る
も
の

六
六

繊
維
工
業
で
上
塗
り
し
た
織
物
及

四
〇

九
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

び
防
水
し
た
織
物
製
造
工
程
に
係

る
も
の

六
七

繊
維
工
業
で
繊
維
製
衛
生
材
料
製

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

造
工
程
に
係
る
も
の

六
八

繊
維
工
業
（
五
五
の
項
か
ら
前
項

三
〇

一
〇
〇

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

六
九

一
般
製
材
業

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

七
〇

木
材
チ
ッ
プ
製
造
業

七
一

合
板
製
造
業

三
〇

九
〇

三
〇

七
〇

三
〇

七
〇

接
着
機
洗
浄
水
を
循
環
す
る
も
の
に
あ
っ
て

七
二

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

は
、
第
三
欄
（
１

（
イ

（
２

（
イ
）
及

）

）
、

）

（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）

び
（
３

（
イ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇

。

）



と
す
る
。

七
三

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業
で

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

湿
式
剥
皮
工
程
に
係
る
も
の

七
四

床
柱
製
造
業

七
五

木
材
薬
品
処
理
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

七
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

七
〇

九
〇

七
〇

九
〇

六
〇

八
〇

は
板
紙
製
造
業
で
溶
解
パ
ル
プ
製

造
工
程
に
係
る
も
の

七
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

六
〇

九
〇

六
〇

九
〇

六
〇

九
〇

は
板
紙
製
造
業
で
サ
ル
フ
ァ
イ
ト

パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

七
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
製
造
工
程
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は
サ

ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工

程
に
係
る
も
の

七
九

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

一
四
〇

一
七
〇

一
三
〇

一
五
〇

一
二
〇

一
四
〇

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ケ
ミ

グ
ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は

未
さ
ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ

製
造
工
程
に
係
る
も
の
（
次
項
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

八
〇

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

八
〇

一
〇
〇

八
〇

一
〇
〇

八
〇

一
〇
〇

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ケ
ミ
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工

程
の
未
さ
ら
し
ケ
ミ
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
含
む

）
又
は
さ

。

ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造

工
程
（
前
工
程
の
未
さ
ら
し
セ
ミ

ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工
程
を
含

む

）
に
係
る
も
の

。

八
一

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

六
〇

七
〇

五
〇

七
〇

四
〇

六
〇

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ク
ラ

フ
ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
二

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

七
〇

一
〇
〇

七
〇

一
〇
〇

六
〇

八
〇

精
選
工
程
に
お
い
て
ド
ラ
ム
型
洗
浄
機
を
使

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ク
ラ
フ

用
し
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の

（
１

（
イ
）
の
値
は
、
八
〇
と
す
る
。

）

未
さ
ら
し
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
製
造

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
三

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

六
〇

八
〇

六
〇

七
〇

五
〇

六
〇

は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

す
る
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
四

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

九
〇

一
三
〇

九
〇

一
一
〇

八
〇

一
〇
〇



は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

し
脱
イ
ン
キ
又
は
漂
白
を
行
う
パ

ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の
離
解

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
五

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

一
〇
〇

一
二
〇

一
〇
〇

一
二
〇

七
〇

九
〇

は
板
紙
製
造
業
で
木
材
又
は
古
紙

以
外
の
も
の
を
原
料
と
す
る
パ
ル

プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

八
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

五
〇

七
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ

ル
プ
を
主
原
料
と
す
る
洋
紙
製
造

工
程
（
前
工
程
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
も
の

。

八
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

は
板
紙
製
造
業
で
洋
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の
（
前
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

八
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

は
板
紙
製
造
業
で
板
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の

八
九

機
械
す
き
和
紙
製
造
業

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

パ
ル
プ
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
第
三
欄
の
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

）

（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
〇
、
九
〇

と
す
る
。

九
〇

手
す
き
和
紙
製
造
業

九
〇

一
一
〇

九
〇

一
一
〇

八
〇

一
一
〇

九
一

塗
工
紙
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

九
二

段
ボ
ー
ル
製
造
業

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

九
三

重
包
装
紙
袋
製
造
業

七
〇

九
〇

七
〇

九
〇

七
〇

九
〇

九
四

セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

九
五

乾
式
法
に
よ
る
繊
維
板
製
造
業

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

九
六

繊
維
板
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

八
〇

一
〇
〇

八
〇

一
〇
〇

六
〇

八
〇

も
の
を
除
く

）。

九
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
紙
製
造
業
又
は

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

紙
加
工
品
製
造
業
（
七
六
の
項
か

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

九
八

新
聞
業

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

九
九

出
版
業

五
〇

八
〇

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

一
〇
〇

印
刷
業

一
〇
一

製
版
業

一
〇
二

窒
素
質
・
り
ん
酸
質
肥
料
製
造
業

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

一
〇
三

複
合
肥
料
製
造
業

三
〇

九
〇

三
〇

七
〇

三
〇

六
〇

一
〇
四

化
学
肥
料
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇



げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
〇
五

ソ
ー
ダ
工
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
〇
六

電
炉
工
業

一
〇
七

無
機
顔
料
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

黄
鉛
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順

序
に
従
い
、
六
〇
、
八
〇
、
六
〇
、
八
〇
、

五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

一
〇
八

無
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

（
一
）

硫
化
鉄
鉱
を
原
料
と
す
る
酸
化
鉄

〇
五
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

（
顔
料
を
除
く

）
製
造
工
程
に
あ

。

る
も
の
を
除
く

）

っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ

。

れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
七
〇
、
九

〇
、
七
〇
、
九
〇
、
六
〇
、
八
〇
と

す
る
。

（
二
）

ハ
イ
ド
ロ
サ
ル
フ
ァ
イ
ト
製
造
工

程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
七

〇
、
九
〇
、
七
〇
、
九
〇
、
七
〇
、

九
〇
と
す
る
。

（
三
）

希
硫
酸
に
よ
る
二
酸
化
硫
黄
の
洗

浄
工
程
を
有
す
る
硫
酸
製
造
工
程
に

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五
〇
、

七
〇
、
五
〇
、
七
〇
、
五
〇
、
七
〇

と
す
る
。

一
〇
九

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

六
〇

九
〇

六
〇

八
〇

四
〇

六
〇

（
一
）

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
に
係

設
に
係
る
量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

る
も
の

（
３

（
イ
）
及
び
（
ロ
）
の
値

）

は

そ
れ
ぞ
れ
五
〇
、
七
〇
と
す

、
る
。

（
二
）

青
酸
誘
導
品
含
有
排
水
を
排
出
す

る
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規

、

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
二
一
〇
、
五
四
〇
、
二
一
〇
、

二
三
〇
、
一
九
〇
、
二
一
〇
と
す

る
。

（
三
）

塩
素
化
合
物
触
媒
を
用
い
た
ア
セ

ト
ン
又
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
製

造
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規

、

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
一
〇
〇
、
一
二
〇
、
八
〇
、
一

〇
〇
、
八
〇
、
一
〇
〇
と
す
る
。

（
四
）

エ
ピ
ク
ロ
ル
ヒ
ド
リ
ン
製
造
工
程

に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規
定
に
か

、

か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
四

〇
、
一
六
〇
、
一
三
〇
、
一
五
〇
、



一
三
〇
、
一
五
〇
と
す
る
。

一
一
〇

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

五
〇

一
〇
〇

五
〇

七
〇

三
〇

五
〇

（
一
）

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

設
に
係
る
量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

顔
料
製
造
工
程
に
係
る
も
の

（
３

（
イ
）
及
び
（
ロ
）
の
値

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
、
七
〇
と
す

る
。

（
二
）

合
成
染
料
又
は
合
成
染
料
中
間
物

の
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）

、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
一
九
〇
、
二
五
〇
、
一
九
〇
、

二
一
〇
、
一
八
〇
、
二
〇
〇
と
す
る

る
。

一
一
一

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

（
一
）

メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
樹
脂
又

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
工
程
に
係
る

は
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ
エ

も
の

ン
・
ス
チ
レ
ン
共
重
合
樹
脂
の
製
造

工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
七
〇
、
九
〇
、
七
〇
、
九
〇
、

七
〇
、
九
〇
と
す
る
。

（
二
）

硝
酸
セ
ル
ロ
ー
ス
又
は
酢
酸
セ
ル

ロ
ー
ス
の
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の

順
序
に
従
い
、
五
〇
、
七
〇
、
五

〇
、
七
〇
、
五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

一
一
二

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

（
一
）

乳
化
重
合
法
に
よ
る
合
成
ゴ
ム
製

合
成
ゴ
ム
製
造
工
程
に
係
る
も
の

造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
五
〇
、
七
〇
、
五
〇
、
七
〇
、

五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

（
二
）

ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
製
造
工
程
に

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
三

〇
、
一
五
〇
、
一
三
〇
、
一
五
〇
、

一
三
〇
、
一
五
〇
と
す
る
。

一
一
三

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

五
〇

九
〇

五
〇

九
〇

五
〇

八
〇

（
一
）

有
機
ゴ
ム
薬
品
製
造
工
程
に
あ
っ

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
工
程

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ

（
脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
、

同
欄
の
順
序
に
従
い
、
二
七
〇
、
二

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

九
〇
、
二
六
〇
、
二
八
〇
、
二
六

顔
料
製
造
工
程
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

〇
、
二
八
〇
と
す
る
。

製
造
工
程
及
び
合
成
ゴ
ム
製
造
工

（
二
）

有
機
農
薬
原
体
製
造
工
程
に
あ
っ

程
を
除
く

）
に
係
る
も
の

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ

。

同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
八
〇
、
二

三
〇
、
一
八
〇
、
二
一
〇
、
一
六

〇
、
一
九
〇
と
す
る
。

一
一
四

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業

六
〇

八
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

（
一
〇
九
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）

値
は
、
六
〇
と
す
る
。

。



一
一
五

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
業

六
〇

九
〇

六
〇

九
〇

五
〇

七
〇

（
一
）

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施

設
に
係
る
量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

（
３

（
イ
）
及
び
（
ロ
）
の
値

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
〇
、
八
〇
と
す

る
。

（
二
）

青
酸
誘
導
品
含
有
排
水
を
排
出
す

る
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規

、

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
二
一
〇
、
五
四
〇
、
二
一
〇
、

二
三
〇
、
一
九
〇
、
二
一
〇
と
す

る
。

（
三
）

塩
素
化
合
物
触
媒
を
用
い
た
ア
セ

ト
ン
又
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
製

造
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規

、

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
一
〇
〇
、
一
二
〇
、
八
〇
、
一

〇
〇
、
八
〇
、
一
〇
〇
と
す
る
。

（
四
）

エ
ピ
ク
ロ
ル
ヒ
ド
リ
ン
製
造
工
程

に
あ
っ
て
は

（
一
）
の
規
定
に
か

、

か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
四

〇
、
一
六
〇
、
一
三
〇
、
一
五
〇
、

一
三
〇
、
一
五
〇
と
す
る
。

一
一
六

メ
タ
ン
誘
導
品
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

一
一
七

発
酵
工
業

一
二
〇

一
四
〇

一
一
〇

一
三
〇

一
一
〇

一
三
〇

一
一
八

コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
品
製
造
業

一
二
〇

一
四
〇

一
二
〇

一
四
〇

一
二
〇

一
四
〇

一
一
九

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

五
〇

一
一
〇

五
〇

八
〇

三
〇

五
〇

（
一
）

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施

顔
料
製
造
業

設
に
係
る
量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

（
３

（
イ
）
及
び
（
ロ
）
の
値

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
、
七
〇
と
す

る
。

（
二
）

合
成
染
料
又
は
合
成
染
料
中
間
物

の
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は

（
一
）

、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
欄
の

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
一
九
〇
、
三
五
〇
、
一
九
〇
、

二
五
〇
、
一
九
〇
、
二
五
〇
と
す

る
。

一
二
〇

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

（
一
）

メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
樹
脂
又

は
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ
エ

ン
・
ス
チ
レ
ン
共
重
合
樹
脂
の
製
造

工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
七
〇
、
九
〇
、
五
〇
、
七
〇
、

五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

（
二
）

硝
酸
セ
ル
ロ
ー
ス
又
は
酢
酸
セ
ル



ロ
ー
ス
の
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の

順
序
に
従
い
、
六
〇
、
八
〇
、
六

〇
、
八
〇
、
五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

一
二
一

合
成
ゴ
ム
製
造
業

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

（
一
）

乳
化
重
合
法
に
よ
る
合
成
ゴ
ム
製

造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
七
〇
、
九
〇
、
七
〇
、
九
〇
、

七
〇
、
九
〇
と
す
る
。

（
二
）

ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
製
造
工
程
に

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
三

〇
、
一
五
〇
、
一
三
〇
、
一
五
〇
、

一
三
〇
、
一
五
〇
と
す
る
。

一
二
二

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

五
〇

九
〇

五
〇

九
〇

五
〇

八
〇

（
一
）

有
機
ゴ
ム
薬
品
製
造
工
程
に
あ
っ

〇
九
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ

る
も
の
を
除
く

）

同
欄
の
順
序
に
従
い
、
二
八
〇
、
三

。

二
〇
、
二
七
〇
、
二
九
〇
、
二
七

〇
、
二
九
〇
と
す
る
。

（
二
）

有
機
農
薬
原
体
製
造
工
程
に
あ
っ

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
八
〇
、
二

四
〇
、
一
八
〇
、
二
一
〇
、
一
六

〇
、
一
九
〇
と
す
る
。

一
二
三

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

五
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

の
う
ち
レ
ー
ヨ
ン
の
製
造
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

も
の

び
（
ロ
）
の
値
は
、
四
〇
、
六
〇
と
す
る
。

一
二
四

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

の
う
ち
ア
セ
テ
ー
ト
の
製
造
に
係

る
も
の

一
二
五

合
成
繊
維
製
造
業

三
〇

六
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

ア
ク
リ
ル
系
繊
維
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に

従
い
、
六
〇
、
八
〇
、
四
〇
、
六
〇
、
三

〇
、
五
〇
と
す
る
。

一
二
六

脂
肪
酸
・
硬
化
油
・
グ
リ
セ
リ
ン

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

製
造
業

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
及

）

び
（
ロ
）
の
値
は
、
四
〇
、
六
〇
と
す
る
。

一
二
七

石
け
ん
・
合
成
洗
剤
製
造
業

一
〇

四
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
二
八

界
面
活
性
剤
製
造
業
（
前
項
に
掲

四
〇

一
〇
〇

四
〇

八
〇

四
〇

八
〇

げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
二
九

塗
料
製
造
業

四
〇

一
〇
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

一
三
〇

印
刷
イ
ン
キ
製
造
業

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

一
三
一

医
薬
品
原
薬
・
製
剤
製
造
業

七
〇

一
〇
〇

七
〇

九
〇

六
〇

九
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

値
は
、
七
〇
と
す
る
。

一
三
二

医
薬
品
製
剤
製
造
業

三
〇

八
〇

三
〇

八
〇

三
〇

五
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
ロ
）
の

）

値
は
、
六
〇
と
す
る
。



一
三
三

生
物
学
的
製
剤
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

一
三
四

生
薬
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
三
五

動
物
用
医
薬
品
製
造
業

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

五
〇

七
〇

一
三
六

火
薬
類
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

硝
酸
エ
ス
テ
ル
又
は
ニ
ト
ロ
化
合
物
の
製
造

工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、
八
〇
、

六
〇
、
八
〇
、
五
〇
、
七
〇
と
す
る
。

一
三
七

農
薬
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

一
三
八

合
成
香
料
製
造
業

一
二
〇

一
六
〇

一
一
〇

一
三
〇

一
一
〇

一
三
〇

一
三
九

香
料
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

の
を
除
く

）。

一
四
〇

化
粧
品
・
歯
磨
・
そ
の
他
の
化
粧

用
調
整
品
製
造
業

一
四
一

に
か
わ
製
造
業

一
〇
〇

一
二
〇

一
〇
〇

一
二
〇

八
〇

一
〇
〇

一
四
二

ゼ
ラ
チ
ン
・
接
着
剤
製
造
業
（
前

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

に
か
わ
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一

。

〇
〇
、
一
二
〇
、
一
〇
〇
、
一
二
〇
、
一
〇

〇
、
一
二
〇
と
す
る
。

一
四
三

写
真
感
光
材
料
製
造
業

一
〇

四
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
四
四

天
然
樹
脂
製
品
・
木
材
化
学
製
品

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

製
造
業

一
四
五

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
製
造
業

一
七
〇

二
八
〇

一
七
〇

二
五
〇

一
三
〇

一
五
〇

一
四
六

化
学
工
業
（
一
〇
二
の
項
か
ら
前

四
〇

七
〇

四
〇

六
〇

四
〇

六
〇

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
四
七

石
油
精
製
業

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

潤
滑
油
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順

序
に
従
い
、
三
〇
、
六
〇
、
三
〇
、
五
〇
、

三
〇
、
五
〇
と
す
る
。

一
四
八

潤
滑
油
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

硫
酸
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

も
の
を
除
く

）

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順

。

序
に
従
い
、
四
〇
、
九
〇
、
四
〇
、
七
〇
、

四
〇
、
七
〇
と
す
る
。

一
四
九

コ
ー
ク
ス
製
造
業

一
八
〇

二
二
〇

一
八
〇

二
〇
〇

九
〇

一
二
〇

平
成
八
年
九
月
一
日
前
の
特
定
施
設
に
係
る

量
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
３

（
イ
）
の

）

値
は
、
一
二
〇
と
す
る
。

一
五
〇

石
油
コ
ー
ク
ス
製
造
業

七
〇

九
〇

七
〇

九
〇

五
〇

七
〇

一
五
一

自
動
車
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
製
造

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

業

一
五
二

ゴ
ム
製
品
製
造
業
で
ラ
テ
ッ
ク
ス

六
〇

九
〇

四
〇

九
〇

四
〇

九
〇

成
型
型
洗
浄
工
程
に
係
る
も
の

一
五
三

ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
五
四

な
め
し
か
わ
製
造
業

一
〇
〇

一
二
〇

一
〇
〇

一
二
〇

一
〇
〇

一
二
〇

一
五
五

毛
皮
製
造
業

一
五
六

板
ガ
ラ
ス
製
造
業

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
五
七

板
ガ
ラ
ス
加
工
業

一
五
八

ガ
ラ
ス
製
加
工
素
材
製
造
業

一
五
九

ガ
ラ
ス
容
器
製
造
業



一
六
〇

理
化
学
用
・
医
療
用
ガ
ラ
ス
器
具

製
造
業

一
六
一

卓
上
用
・
ち
ゅ
う
房
用
ガ
ラ
ス
器

具
製
造
業

一
六
二

ガ
ラ
ス
繊
維
（
長
繊
維
に
限
る

）

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

五
〇

七
〇

。

・
同
製
品
製
造
業

一
六
三

ガ
ラ
ス
繊
維
・
同
製
品
製
造
業

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
六
四

ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業
（
一
五

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

六
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

一
六
五

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

一
六
六

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
業

一
六
七

セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
（
前
二
項

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
六
八

黒
鉛
電
極
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
六
九

砕
石
製
造
業

一
七
〇

鉱
物
・
土
石
粉
砕
等
処
理
業

一
七
一

模
造
真
珠
製
造
業
（
ガ
ラ
ス
製
の

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

も
の
に
限
る

）。

一
七
二

う
わ
薬
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
七
三

製
鋼
圧
延
を
行
う
高
炉
に
よ
る
製

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

コ
ー
ク
ス
炉
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

鉄
業

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に

従
い
、
四
〇
、
六
〇
、
三
〇
、
五
〇
、
三

〇
、
五
〇
と
す
る
。

一
七
四

製
鋼
圧
延
を
行
わ
な
い
高
炉
に
よ

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

る
製
鉄
業

一
七
五

フ
エ
ロ
ア
ロ
イ
製
造
業

一
七
六

高
炉
に
よ
ら
な
い
製
鉄
業
（
前
項

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
七
七

転
炉
（
単
独
転
炉
を
含
む

）
に
よ

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

。

る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

一
七
八

電
気
炉
（
単
独
電
気
炉
を
含
む

）。

に
よ
る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

一
七
九

熱
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
〇

冷
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
一

冷
間
ロ
ー
ル
成
型
形
鋼
製
造
業

一
八
二

鋼
管
製
造
業

一
八
三

伸
鉄
業

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
八
四

磨
棒
鋼
製
造
業

一
八
五

引
抜
鋼
管
製
造
業

一
八
六

伸
線
業

一
八
七

ブ
リ
キ
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

一
八
八

亜
鉛
鉄
板
製
造
業



一
八
九

め
っ
き
鋼
管
製
造
業

一
九
〇

め
っ
き
鉄
鋼
線
製
造
業

一
九
一

表
面
処
理
鋼
材
製
造
業
（
一
八
七

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

一
九
二

鍛
鋼
製
造
業

一
九
三

鍛
工
品
製
造
業

一
九
四

鋳
鋼
製
造
業

一
九
五

銑
鉄
鋳
物
製
造
業
（
一
九
六
の
項

及
び
一
九
七
の
項
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く

）。

一
九
六

鋳
鉄
管
製
造
業

一
九
七

可
鍛
鋳
鉄
製
造
業

一
九
八

鉄
粉
製
造
業

一
九
九

鉄
鋼
業
（
一
七
三
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇
〇

非
鉄
金
属
製
造
業

二
〇
一

電
気
め
っ
き
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

二
〇
二

金
属
製
品
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

る
も
の
を
除
く

）。

二
〇
三

一
般
機
械
器
具
製
造
業

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

二
〇
四

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
製
造
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇
五

電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
前
項
に

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇
六

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

一
〇

三
〇

二
〇
七

精
密
機
械
器
具
製
造
業

二
〇
八

ガ
ス
製
造
工
場

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

石
炭
ガ
ス
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の

順
序
に
従
い
、
九
〇
、
一
一
〇
、
九
〇
、
一

一
〇
、
七
〇
、
九
〇
と
す
る
。

二
〇
九

下
水
道
業

二
〇

六
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

活
性
汚
泥
法
又
は
標
準
散
水
ろ
床
法
よ
り
高

度
に
下
水
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

に
よ
り
下
水
を
処
理
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順

序
に
従
い
、
一
〇
、
三
〇
、
一
〇
、
三
〇
、

一
〇
、
三
〇
と
す
る
。

二
一
〇

空
瓶
卸
売
業

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
一
一

共
同
調
理
場
（
学
校
給
食
法
（
昭

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）

第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
を

い
う

）。

二
一
二

弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業

五
〇

八
〇

四
〇

七
〇

三
〇

六
〇

二
一
三

飲
食
店

五
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
一
四

旅
館

五
〇

七
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
一
五

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

三
〇

五
〇

二
一
六

洗
濯
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

四
〇

九
〇

四
〇

七
〇

三
〇

五
〇

除
く

）。

二
一
七

商
業
写
真
業

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇

六
〇

八
〇



二
一
八

写
真
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

二
一
九

自
動
車
整
備
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
二
〇

病
院

三
〇

六
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
二
一

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

（
一
）

第
二
欄
に
よ
り
算
定
し
た
処
理
対

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

象
人
員
が
五
、
〇
〇
〇
人
以
下
の
も

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
（
１
）

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

（
イ
）
の
値
は
、
四
〇
と
す
る
。

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

（
二
）

第
二
欄
に
よ
り
算
定
し
た
処
理
対

〇
一
人
以
上
の
も
の
に
限
る

）

象
人
員
が
五
、
〇
〇
〇
人
以
下
の
も

。

の
で
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
五
年
建
設

省
告
示
第
千
二
百
九
十
二
号
が
適
用

さ
れ
る
前
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第

三
欄
の
（
１

（
ロ

（
２

（
イ
）

）

）、

）

及
び
（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八

〇
、
四
〇
、
八
〇
と
す
る
。

（
三
）

第
二
欄
に
規
定
す
る
表
に
定
め
る

構
造
を
有
す
る
し
尿
浄
化
槽
よ
り
高

度
に
し
尿
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一

〇
、
四
〇
、
一
〇
、
四
〇
、
一
〇
、

四
〇
と
す
る
。

二
二
二

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

五
〇

八
〇

五
〇

八
〇

四
〇

六
〇

昭
和
五
十
五
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
九
十

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

二
号
が
適
用
さ
れ
る
前
の
も
の
に
あ
っ
て

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

序
に
従
い
、
七
〇
、
九
〇
、
七
〇
、
九
〇
、

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

四
〇
、
八
〇
と
す
る
。

〇
〇
人
以
下
二
〇
一
人
以
上
の
も

の
に
限
る

）。

m

二
二
三

し
尿
処
理
業
（
し
尿
浄
化
槽
に
係

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

二
〇

四
〇

（
一
）

日
平
均
排
水
量
が
三
、
〇
〇
〇

3

る
も
の
を
除
く

）

未
満
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

。

の
（
１

（
イ
）
の
値
は
、
五
〇
と

）

す
る
。

（
二
）

昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日
以
前

に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
の
（
２

（
イ
）
及
び

）

（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
、

六
〇
と
す
る
。

（
三
）

嫌
気
性
消
化
法
、
好
気
性
消
化

法
、
湿
式
酸
化
法
又
は
活
性
汚
泥
法

に
凝
集
処
理
法
を
加
え
た
方
法
よ
り

高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

（
１

（
イ
）
及
び
（
ロ

（
２
）

）

）
、

（
イ
）
並
び
に
（
３

（
イ
）
の
値

）



は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
、
五
〇
、
一

〇
、
一
〇
と
す
る
。

二
二
四

ご
み
処
理
業

三
〇

七
〇

三
〇

五
〇

三
〇

五
〇

二
二
五

廃
油
処
理
業

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
二
六

産
業
廃
棄
物
処
理
業
（
前
項
に
掲

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
二
七

死
亡
獣
畜
取
扱
業

四
〇

八
〇

四
〇

七
〇

四
〇

七
〇

二
二
八

と
畜
場

二
二
九

中
央
卸
売
市
場

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

二
〇

四
〇

二
三
〇

地
方
卸
売
市
場

二
三
一

試
験
研
究
機
関
（
水
質
汚
濁
防
止

二
〇

五
〇

二
〇

五
〇

二
〇

四
〇

法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
各
号
に

掲
げ
る
も
の
を
い
う

）。

二
三
二

一
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
分
類
さ

一
〇

一
二
〇

一
〇

九
〇

一
〇

九
〇

れ
な
い
も
の



別
表
２
（
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
）

窒
素
含
有
量

業
種
そ
の
他
の
区
分

（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

備
考

（
２
）

（
１
）

（
イ
）

（
ロ
）

（
イ
）

（
ロ
）

二
〇
〇

六
〇

七
〇

一

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

六
〇

〇
〇
〇

以
上
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

二

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

〇
〇
〇

未
満
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

一
五
〇

六
〇

七
〇

三

天
然
ガ
ス
鉱
業

六
〇

二
五

一
五

三
〇

四

非
金
属
鉱
業

三
五

六
〇

一
〇

三
五

五

肉
製
品
製
造
業

三
〇

三
〇

一
〇

二
五

六

乳
製
品
製
造
業

二
〇

四
〇

一
〇

三
五

七

畜
産
食
料
品
製
造
業
（
前
二
項
に

三
〇

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

三
〇

一
〇

二
五

八

水
産
缶
詰
・
瓶
詰
製
造
業

二
〇

九

寒
天
製
造
業

一
〇

魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業

五
五

一
〇

五
〇

十
一

水
産
練
製
品
製
造
業

四
五

十
二

冷
凍
水
産
物
製
造
業

十
三

冷
凍
水
産
食
品
製
造
業

十
四

水
産
食
料
品
製
造
業
（
八
の
項
か

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

三
〇

一
〇

二
五

十
五

野
菜
缶
詰
・
果
実
缶
詰
・
農
産
保

二
〇

存
食
料
品
製
造
業

十
六

野
菜
漬
物
製
造
業

十
七

味
そ
製
造
業

一
〇

五
〇

十
八

し
ょ
う
油
・
食
用
ア
ミ
ノ
酸
製
造

四
五

一
四
五

業

三
〇

一
〇

二
五

一
九

化
学
調
味
料
製
造
業

二
〇

二
〇

ソ
ー
ス
製
造
業

二
一

食
酢
製
造
業

二
二

砂
糖
精
製
業

一
〇

二
五

二
三

ぶ
ど
う
糖
・
水
あ
め
・
異
性
化
糖

二
〇

一
四
五

製
造
業

三
〇

一
〇

二
五

二
四

小
麦
粉
製
造
業

二
〇

二
五

パ
ン
製
造
業

二
六

生
菓
子
製
造
業

二
七

ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
・
干
菓
子
製
造
業

二
八

米
菓
製
造
業

二
九

パ
ン
・
菓
子
製
造
業
（
二
五
の
項

か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

三
〇

植
物
油
脂
製
造
業



三
一

動
物
油
脂
製
造
業

三
二

食
用
油
脂
加
工
業

三
三

ふ
く
ら
し
粉
・
イ
ー
ス
ト
・
そ
の

他
の
酵
母
剤
製
造
業

三
四

穀
類
で
ん
ぷ
ん
製
造
業

三
五

め
ん
類
製
造
業

三
六

こ
う
じ
・
種
こ
う
じ
・
麦
芽
・
も

や
し
製
造
業

四
〇

一
〇

三
五

三
七

豆
腐
・
油
揚
製
造
業

三
〇

三
〇

一
〇

二
五

三
八

あ
ん
類
製
造
業

二
〇

四
〇

一
〇

三
五

三
九

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業

三
〇

三
〇

一
〇

二
五

四
〇

そ
う
（
惣
）
菜
製
造
業
の
う
ち
煮

二
〇

豆
の
製
造
に
係
る
も
の

四
一

清
涼
飲
料
製
造
業

四
二

果
実
酒
製
造
業

四
三

ビ
ー
ル
製
造
業

四
四

清
酒
製
造
業

四
五

蒸
留
酒
・
混
成
酒
製
造
業

四
六

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
製
造
業

四
七

配
合
飼
料
製
造
業

四
八

単
体
飼
料
製
造
業

四
九

有
機
質
肥
料
製
造
業

五
〇

た
ば
こ
製
造
業

五
一

器
械
生
糸
製
造
業

五
二

座
繰
生
糸
製
造
業

五
三

玉
糸
製
造
業

五
四

生
糸
製
造
業
（
五
一
の
項
か
ら
前

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

五
五

繊
維
工
業
（
五
一
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
衣
服
そ

の
他
の
繊
維
製
品
に
係
る
も
の
を

除
く
。
以
下
同
じ

）
で
整
毛
工
程

。

に
係
る
も
の

五
六

繊
維
工
業
で
副
蚕
糸
精
錬
工
程
に

係
る
も
の

五
七

繊
維
工
業
で
麻
製
繊
工
程
に
係
る

も
の

五
八

繊
維
工
業
で
毛
織
物
機
械
染
色
整

理
工
程
（
の
り
抜
き
、
精
錬
漂

白
、
シ
ル
ケ
ッ
ト
加
工
そ
の
他
の

染
色
整
理
工
程
に
付
帯
し
て
行
わ

れ
る
加
工
処
理
工
程
（
以
下
「
染

色
整
理
工
程
付
帯
加
工
処
理
工

程
」
と
い
う

）
を
含
む

）
に
係

。

。

る
も
の

五
九

繊
維
工
業
で
織
物
機
械
染
色
整
理

二
〇

第
三
欄
の
値

四
〇

一
〇

三
〇

綿
織
物
捺
染
工
程
に
あ
っ
て
は
、

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

一
五
〇
、
一
〇
、
六
〇
と
す
る
。

。



（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

三
〇

一
〇

二
五

六
〇

繊
維
工
業
で
織
物
手
加
工
染
色
整

二
〇

理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加

工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も

。

の

四
〇

一
〇

三
〇

六
一

繊
維
工
業
で
綿
状
繊
維
・
糸
染
色

二
〇

整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯

加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る

。

も
の

三
〇

一
〇

二
五

六
二

繊
維
工
業
で
ニ
ッ
ト
・
レ
ー
ス
染

二
〇

色
整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付

帯
加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係

。

る
も
の

六
三

繊
維
工
業
で
繊
維
雑
品
染
色
整
理

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

六
四

繊
維
工
業
で
不
織
布
製
造
工
程
に

係
る
も
の

六
五

繊
維
工
業
で
フ
エ
ル
ト
製
造
工
程

に
係
る
も
の

六
六

繊
維
工
業
で
上
塗
り
し
た
織
物
及

び
防
水
し
た
織
物
製
造
工
程
に
係

る
も
の

六
七

繊
維
工
業
で
繊
維
製
衛
生
材
料
製

造
工
程
に
係
る
も
の

六
八

繊
維
工
業
（
五
五
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

六
九

一
般
製
材
業

七
〇

木
材
チ
ッ
プ
製
造
業

七
一

合
板
製
造
業

七
二

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業

（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

七
三

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業
で

湿
式
剥
皮
工
程
に
係
る
も
の

七
四

床
柱
製
造
業

七
五

木
材
薬
品
処
理
業

七
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
溶
解
パ
ル
プ
製

造
工
程
に
係
る
も
の

七
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
サ
ル
フ
ァ
イ
ト

パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

七
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
製
造
工
程
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は
サ

ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工

程
に
係
る
も
の



七
九

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ケ
ミ

グ
ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は

未
さ
ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ

製
造
工
程
に
係
る
も
の
（
次
項
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

八
〇

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ケ
ミ
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工

程
の
未
さ
ら
し
ケ
ミ
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
含
む

）
又
は
さ

。

ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造

工
程
（
前
工
程
の
未
さ
ら
し
セ
ミ

ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工
程
を
含

む

）
に
係
る
も
の

。

八
一

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ク
ラ

フ
ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
二

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ク
ラ
フ

ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の

未
さ
ら
し
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
製
造

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
三

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

す
る
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
四

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

し
脱
イ
ン
キ
又
は
漂
白
を
行
う
パ

ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の
離
解

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
五

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
木
材
又
は
古
紙

以
外
の
も
の
を
原
料
と
す
る
パ
ル

プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

八
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ

ル
プ
を
主
原
料
と
す
る
洋
紙
製
造

工
程
（
前
工
程
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に



限
る

）
に
係
る
も
の

。

八
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
洋
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の
（
前
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

八
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
板
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の

八
九

機
械
す
き
和
紙
製
造
業

九
〇

手
す
き
和
紙
製
造
業

九
一

塗
工
紙
製
造
業

九
二

段
ボ
ー
ル
製
造
業

九
三

重
包
装
紙
袋
製
造
業

九
四

セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業

九
五

乾
式
法
に
よ
る
繊
維
板
製
造
業

九
六

繊
維
板
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

九
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
紙
製
造
業
又
は

紙
加
工
品
製
造
業
（
七
六
の
項
か

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

九
八

新
聞
業

九
九

出
版
業

一
〇
〇

印
刷
業

一
〇
一

製
版
業

一
〇
二

窒
素
質
・
り
ん
酸
質
肥
料
製
造
業

（
一
）
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

一
五

一
六
五

一
〇

七
〇

第
三
欄
（
１

（
イ
）
及
び
（
２

（
イ
）

）

）

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
、
三
〇
と
す

る
。

（
二
）
ア
ン
モ
ニ
ア
誘
導
品
製
造
工
程
に
あ
っ

て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

の
順
序
に
従
い
、
二
〇
〇
、
六
五
〇
、
二

〇
〇
、
六
五
〇
と
す
る
。

（
三
）
尿
素
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
一
五
〇
〇
、
六
〇
〇
〇
、
一
五
〇

〇
、
六
〇
〇
〇
と
す
る
。

六
〇

一
〇

六
〇

一
〇
三

複
合
肥
料
製
造
業

一
五

一
〇
四

化
学
肥
料
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
五

二
五

一
〇

二
五

一
〇
五

ソ
ー
ダ
工
業

一
〇
六

電
炉
工
業

五
〇

一
六
〇

四
〇

六
〇

黄
鉛
顔
料
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

一
〇
七

無
機
顔
料
製
造
業

（
１

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）
の
値
は
、
一

）

）

〇
〇
〇
と
す
る
。

五
〇

一
六
〇

四
〇

六
〇

（
一
）
バ
ナ
ジ
ウ
ム
化
合
物
製
造
工
程
に
あ
っ

一
〇
八

無
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

〇
五
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

）



（
ロ
）
の
値
は
、
六
〇
〇
〇
と
す
る
。

る
も
の
を
除
く

）。

（
二
）
酸
化
コ
バ
ル
ト
製
造
工
程
に
あ
っ
て

は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

）

（
ロ
）
の
値
は
、
八
八
〇
と
す
る
。

（
三
）
モ
リ
ブ
デ
ン
化
合
物
製
造
工
程
に
あ
っ

て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

）

（
ロ
）
の
値
は
、
六
〇
〇
〇
と
す
る
。

（
四
）
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
酸
化
物
製
造
工
程
に
あ

っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び

）

（
２

（
ロ
）
の
値
は
、
一
二
〇
〇
と
す

）

る
。

（
五
）
酸
化
銀
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第
三

欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）
の
値

）

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
〇
、
三
〇
〇
と
す

る
。

（
六
）
酸
化
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
製
造
工
程
に
あ
っ

て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

）

（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
、
三

〇
〇
と
す
る
。

一
〇
九

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て
使
用
す

八
〇

一
〇

三
五

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

る
も
の

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五
〇
、
二
四
〇
、

四
〇
、
五
五
と
す
る
。

一
一
〇

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て
使
用
す

八
〇

一
〇

三
五

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

る

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

も
の
に
あ
っ
て
は
、

顔
料
製
造
工
程
に
係
る
も
の

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、
三
〇
〇
、

五
〇
、
一
二
〇
と
す
る
。

六
〇

一
〇

三
〇

一
一
一

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

一
五

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
工
程
に
係
る

も
の

一
一
二

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
又
は
乳
化
助
剤

八
〇

一
〇

三
五

合
成
ゴ
ム
製
造
工
程
に
係
る
も
の

と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五

〇
、
二
四
〇
、
四
〇
、
五
五
と
す
る
。

一
一
三

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て
使
用
す

八
〇

一
〇

三
五

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
工
程

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

（
脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
、

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
二
〇
、
八
五
、
一

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

五
、
三
五
と
す
る
。

顔
料
製
造
工
程
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
造
工
程
及
び
合
成
ゴ
ム
製
造
工

程
を
除
く

）
に
係
る
も
の

。

六
〇

一
〇

三
〇

一
一
四

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業

一
五

（
一
〇
九
の
項
か
ら
前
項
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く

）。

一
一
五

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
業

（
一
）
窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て

一
五

八
〇

一
〇

三
五

使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

五
〇
、
二
四
〇
、
四
〇
、
五
五
と
す
る
。



（
二
）
青
酸
誘
導
品
含
有
排
水
を
排
出
す
る
工

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

程
に
あ
っ
て
は
、

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五
〇
〇
、
五

〇
〇
〇
、
五
〇
〇
、
五
〇
〇
〇
と
す
る
。

一
五

六
〇

一
〇

三
〇

一
一
六

メ
タ
ン
誘
導
品
製
造
業

一
一
七

発
酵
工
業

一
〇
〇
〇

一
三
〇
〇

一
〇
〇
〇

一
三
〇
〇

一
一
八

コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
品
製
造
業

一
一
九

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て
使
用
す

八
〇

一
〇

三
五

顔
料
製
造
業

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、
三
〇
〇
、

五
〇
、
一
二
〇
と
す
る
。

一
二
〇

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
又
は
乳
化
助
剤

一
五

六
〇

一
〇

三
〇

と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五

〇
、
二
四
〇
、
四
〇
、
五
五
と
す
る
。

一
二
一

合
成
ゴ
ム
製
造
業

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
又
は
乳
化
助
剤

八
〇

一
〇

三
五

と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五

〇
、
二
四
〇
、
四
〇
、
五
五
と
す
る
。

一
二
二

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

一
五

（
一
）
窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て

八
〇

一
〇

三
五

〇
九
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

る
も
の
を
除
く

）

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

。

二
〇
、
八
五
、
一
五
、
三
五
と
す
る
。

（
二
）
イ
ソ
シ
ア
ヌ
ル
酸
及
び
そ
の
誘
導
品
製

第
三
欄
の
値
は
、

造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
二
〇
、

一
四
〇
〇
、
一
五
、
一
四
〇
〇
と
す
る
。

第

（
三
）
メ
ラ
ミ
ン
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に

従
い
、
一
五
〇
〇
、
六
〇
〇
〇
、
一
五
〇

〇
、
六
〇
〇
〇
と
す
る
。

（
四
）
化
学
発
泡
剤
製
造
工
程
（
尿
素
を
原
料

と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ

。

て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
の
値
は
、
一

）

〇
〇
〇
と
す
る
。

三
〇

一
〇

二
〇

一
二
三

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

一
五

の
う
ち
レ
ー
ヨ
ン
の
製
造
に
係
る

も
の

一
二
四

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

の
う
ち
ア
セ
テ
ー
ト
の
製
造
に
係

る
も
の

一
二
五

合
成
繊
維
製
造
業

一
五

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
と
し
て
使
用
す

三
〇

一
〇

二
〇

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五
〇
、
二
四
〇
、

四
〇
、
五
五
と
す
る
。

五
五

一
〇

三
〇

一
二
六

脂
肪
酸
・
硬
化
油
・
グ
リ
セ
リ
ン

一
五

製
造
業

一
二
七

石
け
ん
・
合
成
洗
剤
製
造
業



一
二
八

界
面
活
性
剤
製
造
業
（
前
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
二
九

塗
料
製
造
業

一
三
〇

印
刷
イ
ン
キ
製
造
業

一
三
一

医
薬
品
原
薬
・
製
剤
製
造
業

一
五

医
薬
品
原
薬
製
造
工
程
（
窒
素
又
は
そ
の
化
合

七
五

一
〇

四
〇

物
を
原
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
限
る

）
に

。

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

の
順
序
に
従
い
、
二
五
、
一
四
五
、
二
〇
、
四

〇
と
す
る
。

一
五

二
五

一
〇

二
〇

一
三
二

医
薬
品
製
剤
製
造
業

一
三
三

生
物
学
的
製
剤
製
造
業

一
三
四

生
薬
製
造
業

一
三
五

動
物
用
医
薬
品
製
造
業

一
五

九
〇

一
〇

三
〇

一
三
六

火
薬
類
製
造
業

一
三
七

農
薬
製
造
業

一
三
八

合
成
香
料
製
造
業

一
三
九

香
料
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

一
四
〇

化
粧
品
・
歯
磨
・
そ
の
他
の
化
粧

用
調
整
品
製
造
業

一
四
一

に
か
わ
製
造
業

一
二
〇

一
〇

三
〇

一
四
二

ゼ
ラ
チ
ン
・
接
着
剤
製
造
業
（
前

一
五

項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
五

九
〇

一
〇

三
〇

一
四
三

写
真
感
光
材
料
製
造
業

一
四
四

天
然
樹
脂
製
品
・
木
材
化
学
製
品

製
造
業

一
四
五

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
製
造
業

一
四
六

化
学
工
業
（
一
〇
二
の
項
か
ら
前

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

一
四
七

石
油
精
製
業

一
四
八

潤
滑
油
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

六
〇
〇

一
〇
〇
〇

四
〇
〇

八
〇
〇

一
四
九

コ
ー
ク
ス
製
造
業

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

一
五
〇

石
油
コ
ー
ク
ス
製
造
業

一
五
一

自
動
車
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
製
造

業

一
五
二

ゴ
ム
製
品
製
造
業
で
ラ
テ
ッ
ク
ス

成
型
型
洗
浄
工
程
に
係
る
も
の

一
五
三

ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇

七
五

一
〇

七
五

一
五
四

な
め
し
か
わ
製
造
業

一
五
五

毛
皮
製
造
業

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

一
五
六

板
ガ
ラ
ス
製
造
業

一
五
七

板
ガ
ラ
ス
加
工
業

一
五
八

ガ
ラ
ス
製
加
工
素
材
製
造
業

一
五
九

ガ
ラ
ス
容
器
製
造
業

一
六
〇

理
化
学
用
・
医
療
用
ガ
ラ
ス
器
具

製
造
業



一
六
一

卓
上
用
・
ち
ゅ
う
房
用
ガ
ラ
ス
器

具
製
造
業

一
六
二

ガ
ラ
ス
繊
維
（
長
繊
維
に
限
る

）。

・
同
製
品
製
造
業

四
〇

一
〇

三
〇

一
六
三

ガ
ラ
ス
繊
維
・
同
製
品
製
造
業

二
〇

（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

三
〇

一
〇

二
五

一
六
四

ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業
（
一
五

二
〇

六
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

一
六
五

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

一
六
六

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
業

一
六
七

セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
（
前
二
項

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
六
八

黒
鉛
電
極
製
造
業

一
六
九

砕
石
製
造
業

一
七
〇

鉱
物
・
土
石
粉
砕
等
処
理
業

一
七
一

模
造
真
珠
製
造
業
（
ガ
ラ
ス
製
の

も
の
に
限
る

）。

一
七
二

う
わ
薬
製
造
業

一
七
三

製
鋼
圧
延
を
行
う
高
炉
に
よ
る
製

一
五

（
一
）
コ
ー
ク
ス
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第

五
五

一
〇

三
〇

鉄
業

三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に

従
い
、
六
〇
〇
、
一
〇
〇
〇
、
四
〇
〇
、

八
〇
〇
と
す
る
。

（
二
）
ス
テ
ン
レ
ス
硝
酸
酸
洗
工
程
を
有
す
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
五
五
、
一

三
〇
、
四
〇
、
六
〇
と
す
る
。

一
七
四

製
鋼
圧
延
を
行
わ
な
い
高
炉
に
よ

一
五

ス
テ
ン
レ
ス
硝
酸
酸
洗
工
程
を
有
す
る
も
の
に

五
五

一
〇

三
〇

る
製
鉄
業

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

一
七
五

フ
エ
ロ
ア
ロ
イ
製
造
業

の
順
序
に
従
い
、
五
五
、
六
五
、
四
〇
、
六
〇

一
七
六

高
炉
に
よ
ら
な
い
製
鉄
業
（
前
項

と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
七
七

転
炉
（
単
独
転
炉
を
含
む

）
に
よ

一
五

ス
テ
ン
レ
ス
硝
酸
酸
洗
工
程
を
有
す
る
も
の
に

。

五
五

一
〇

三
〇

る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

一
七
八

電
気
炉
（
単
独
電
気
炉
を
含
む

）

の
順
序
に
従
い
、
五
五
、
一
三
〇
、
四
〇
、
六

。

に
よ
る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

〇
と
す
る
。

一
七
九

熱
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
〇

冷
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
一

冷
間
ロ
ー
ル
成
型
形
鋼
製
造
業

一
五

ス
テ
ン
レ
ス
硝
酸
酸
洗
工
程
を
有
す
る
も
の
に

五
五

一
〇

三
〇

一
八
二

鋼
管
製
造
業

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

一
八
三

伸
鉄
業

の
順
序
に
従
い
、
五
五
、
六
五
、
四
〇
、
六
〇

一
八
四

磨
棒
鋼
製
造
業

と
す
る
。

一
八
五

引
抜
鋼
管
製
造
業

一
八
六

伸
線
業



一
八
七

ブ
リ
キ
製
造
業

一
八
八

亜
鉛
鉄
板
製
造
業

一
八
九

め
っ
き
鋼
管
製
造
業

一
九
〇

め
っ
き
鉄
鋼
線
製
造
業

一
九
一

表
面
処
理
鋼
材
製
造
業
（
一
八
七

の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

一
九
二

鍛
鋼
製
造
業

一
九
三

鍛
工
品
製
造
業

一
九
四

鋳
鋼
製
造
業

一
九
五

銑
鉄
鋳
物
製
造
業
（
一
九
六
の
項

及
び
一
九
七
の
項
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く

）。

一
九
六

鋳
鉄
管
製
造
業

一
九
七

可
鍛
鋳
鉄
製
造
業

一
九
八

鉄
粉
製
造
業

一
九
九

鉄
鋼
業
（
一
七
三
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇
〇

非
鉄
金
属
製
造
業

第
三
欄
の
値

二
〇

七
〇

一
〇

六
〇

核
燃
料
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、

七
〇
、
五
〇
、
六
五
と
す
る
。

二
〇
一

電
気
め
っ
き
業

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

二
〇

四
〇

一
〇

三
五

を
設
置
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
六
〇
、

二
〇
〇
、
五
〇
、
一
二
〇
と
す
る
。

二
〇
二

金
属
製
品
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ

（
一
）
溶
融
め
っ
き
工
程
（
窒
素
又
は
そ
の
化

二
〇

四
〇

一
〇

三
五

る
も
の
を
除
く

）

合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置
す
る

。

も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の

。

値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

六
〇
、
七
〇
、
五
〇
、
六
五
と
す
る
。

（
二
）
ア
ル
マ
イ
ト
加
工
工
程
（
窒
素
又
は
そ

の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置

す
る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三

。

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
六
〇
、
一
二
〇
、
五
〇
、
一
二
〇
と

す
る
。

二
〇
三

一
般
機
械
器
具
製
造
業

ス
テ
ン
レ
ス
硝
酸
酸
洗
工
程
を
有
す
る
も
の
に

二
〇

三
五

一
〇

二
五

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
の
値
は
、
六

）

五
と
す
る
。

二
〇
四

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
製
造
業

窒
素
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

を
設
置
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

（
１

（
ロ
）
の
値
は
、
八
〇
と
す
る
。

）

二
〇
五

電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
前
項
に

（
一
）
民
生
用
電
気
機
械
器
具
製
造
工
程
（
窒

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）

素
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施

。

設
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て

。

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の

順
序
に
従
い
、
三
〇
、
六
〇
、
二
〇
、
三

五
と
す
る
。



（
二
）
半
導
体
素
子
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序

に
従
い
、
三
〇
、
六
〇
、
二
〇
、
三
五
と

す
る
。

二
〇
六

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
工
程
（
窒
素
又
は
そ

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置
す
る

も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
二
五
、

六
〇
、
二
〇
、
三
〇
と
す
る
。

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

時
計
・
同
部
分
品
製
造
工
程
（
時
計
側
を
除

二
〇
七

精
密
機
械
器
具
製
造
業

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ

く

）
に
あ
っ
て
は
、

。
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
三
〇
、
六
〇
、
一

〇
、
三
五
と
す
る
。

二
〇

三
〇

一
〇

二
五

二
〇
八

ガ
ス
製
造
工
場

二
〇
九

下
水
道
業

活
性
汚
泥
法
、
標
準
散
水
ろ
床
法
そ
の

一
〇

四
〇

一
〇

四
〇

（
一
）他

こ
れ
ら
と
同
程
度
に
下
水
中
の
窒
素
を

除
去
で
き
る
方
法
よ
り
高
度
に
下
水
中
の

窒
素
を
除
去
で
き
る
方
法
に
よ
り
下
水
を

処
理
す
る
も
の
（
高
濃
度
の
窒
素
を
含
有

す
る
汚
水
を
多
量
に
受
け
入
れ
て
処
理
す

る
も
の
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

。

（
１

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）
の
値

）

）

は
、
二
〇
と
す
る
。

（
二
）
高
濃
度
の
窒
素
を
含
有
す
る
汚
水
を
多

量
に
受
け
入
れ
て
処
理
す
る
も
の
に
あ
っ

第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

て
は
、

）

（
ロ
）
の
値
は
、
六
〇
と
す
る
。

二
五

三
五

一
五

三
〇

二
一
〇

空
瓶
卸
売
業

二
一
一

共
同
調
理
場
（
学
校
給
食
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）

第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
を

い
う

）。

二
一
二

弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業

二
五

六
〇

一
五

四
五

二
一
三

飲
食
店

二
一
四

旅
館

二
五

三
五

一
五

三
〇

二
一
五

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業

二
一
六

洗
濯
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

二
一
七

商
業
写
真
業

二
一
八

写
真
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

二
一
九

自
動
車
整
備
業

二
五

六
〇

一
五

四
五

二
二
〇

病
院

二
二
一

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

二
〇

第
二
欄
に
規
定
す
る
表
に
定
め
る
構
造
を
有
す

六
〇

一
〇

四
〇

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

る
し
尿
浄
化
槽
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び

）

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

（
２

（
ロ
）
の
値
は
、
三
〇
と
す
る
。

）



〇
一
人
以
上
の
も
の
に
限
る

）。

二
二
二

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

二
〇

第
二
欄
に
規
定
す
る
表
に
定
め
る
構
造
を
有
す

六
〇

一
〇

五
〇

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

る
し
尿
浄
化
槽
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び

）

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

（
２

（
ロ
）
の
値
は
、
四
〇
と
す
る
。

）

〇
〇
人
以
下
二
〇
一
人
以
上
の
も

の
に
限
る

）。

六
〇

一
〇

四
〇

嫌
気
性
消
化
法
、
好
気
性
消
化
法
、
湿
式
酸
化

二
二
三

し
尿
処
理
業
（
し
尿
浄
化
槽
に
係

二
〇

法
又
は
活
性
汚
泥
法
に
凝
集
処
理
法
を
加
え
た

る
も
の
を
除
く

）。

方
法
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

）

（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
、
三
〇
と
す

る
。

二
五

三
五

一
五

三
〇

二
二
四

ご
み
処
理
業

二
二
五

廃
油
処
理
業

五
〇

二
〇

四
五

二
二
六

産
業
廃
棄
物
処
理
業
（
前
項
に
掲

四
〇

げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
五

三
五

一
五

三
〇

二
二
七

死
亡
獣
畜
取
扱
業

六
〇

一
五

三
〇

二
二
八

と
畜
場

二
五

二
五

三
五

一
五

三
〇

二
二
九

中
央
卸
売
市
場

二
三
〇

地
方
卸
売
市
場

二
三
一

試
験
研
究
機
関
（
水
質
汚
濁
防
止

法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
各
号
に

掲
げ
る
も
の
を
い
う

）。

六
〇

一
〇

六
〇

二
三
二

一
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
分
類
さ

一
〇

れ
な
い
も
の



別
表
３
（
燐
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
）

燐
含
有
量

業
種
そ
の
他
の
区
分

（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

備
考

（
１
）

（
２
）

（
イ
）

（
ロ
）

（
イ
）

（
ロ
）

四
〇

八

九

一

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

八

〇
〇
〇

以
上
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

二

畜
産
農
業
（
日
平
均
排
水
量
一
、

〇
〇
〇

未
満
の
事
業
場
の
場
合

3

m

に
限
る

）。

四

二

三
・
五

三

天
然
ガ
ス
鉱
業

三四

二

三
・
五

四

非
金
属
鉱
業

五

四

一
六

一

八

五

肉
製
品
製
造
業

一
六

一

八

六

乳
製
品
製
造
業

五

一
六

一

八
・
五

七

畜
産
食
料
品
製
造
業
（
前
二
項
に

八

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

七
・
五

一
・
五

五
・
五

八

水
産
缶
詰
・
瓶
詰
製
造
業

三

九

寒
天
製
造
業

一
〇

魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業

一
二

一
・
五

八

十
一

水
産
練
製
品
製
造
業

三

十
二

冷
凍
水
産
物
製
造
業

四

一
二

一

八

十
三

冷
凍
水
産
食
品
製
造
業

一
二

一
・
五

八

十
四

水
産
食
料
品
製
造
業
（
八
の
項
か

三

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
二

一
・
五

五
・
五

十
五

野
菜
缶
詰
・
果
実
缶
詰
・
農
産
保

三

存
食
料
品
製
造
業

七
・
五

一
・
五

五
・
五

十
六

野
菜
漬
物
製
造
業

三

七
・
五

一
・
五

五
・
五

十
七

味
そ
製
造
業

四

一
・
五

八
・
五

十
八

し
ょ
う
油
・
食
用
ア
ミ
ノ
酸
製
造

八

九

業

八

一
・
五

六

一
九

化
学
調
味
料
製
造
業

三

七
・
五

一
・
五

五
・
五

二
〇

ソ
ー
ス
製
造
業

三

二
一

食
酢
製
造
業

二
二

砂
糖
精
製
業

二
三

ぶ
ど
う
糖
・
水
あ
め
・
異
性
化
糖

製
造
業

二
四

小
麦
粉
製
造
業

二
五

パ
ン
製
造
業

七
・
五

一

六
・
五

二
六

生
菓
子
製
造
業

六

七
・
五

一
・
五

五
・
五

二
七

ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
・
干
菓
子
製
造
業

三

二
八

米
菓
製
造
業

二
九

パ
ン
・
菓
子
製
造
業
（
二
五
の
項

か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

七
・
五

一
・
五

五
・
五

（
一
）
燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
脱
ガ
ム
剤
と
し

三
〇

植
物
油
脂
製
造
業

四



て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

（
１

（
ロ
）
の
値
は
、
八
と
す
る
。

）

（
二
）
米
糠
を
原
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
ロ
）
の
値

）

は
、
二
〇
と
す
る
。

七
・
五

一

五
・
五

三
一

動
物
油
脂
製
造
業

二

七
・
五

一
・
五

五
・
五

三
二

食
用
油
脂
加
工
業

三

三
三

ふ
く
ら
し
粉
・
イ
ー
ス
ト
・
そ
の

他
の
酵
母
剤
製
造
業

一
〇

一
・
五

八

三
四

穀
類
で
ん
ぷ
ん
製
造
業

三

七
・
五

一
・
五

五
・
五

三
五

め
ん
類
製
造
業

三

三
六

こ
う
じ
・
種
こ
う
じ
・
麦
芽
・
も

や
し
製
造
業

七
・
五

一

五
・
五

三
七

豆
腐
・
油
揚
製
造
業

五

一
二

一

八

三
八

あ
ん
類
製
造
業

五

九

一

八
・
五

三
九

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業

八

七
・
五

一
・
五

五
・
五

四
〇

そ
う
（
惣
）
菜
製
造
業
の
う
ち
煮

四

豆
の
製
造
に
係
る
も
の

一
・
五

三
・
五

四
一

清
涼
飲
料
製
造
業

三

八

一
・
五

三
・
五

四
二

果
実
酒
製
造
業

三

四

四
三

ビ
ー
ル
製
造
業

四
四

清
酒
製
造
業

四
五

蒸
留
酒
・
混
成
酒
製
造
業

四
六

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
製
造
業

三
・
五

一

三

四
七

配
合
飼
料
製
造
業

二

四
八

単
体
飼
料
製
造
業

四
九

有
機
質
肥
料
製
造
業

五
〇

た
ば
こ
製
造
業

六
・
五

一

四
・
五

五
一

器
械
生
糸
製
造
業

二

五
二

座
繰
生
糸
製
造
業

五
三

玉
糸
製
造
業

五
四

生
糸
製
造
業
（
五
一
の
項
か
ら
前

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

五
五

繊
維
工
業
（
五
一
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
衣
服
そ

の
他
の
繊
維
製
品
に
係
る
も
の
を

除
く
。
以
下
同
じ

）
で
整
毛
工
程

。

に
係
る
も
の

五
六

繊
維
工
業
で
副
蚕
糸
精
錬
工
程
に

係
る
も
の

五
七

繊
維
工
業
で
麻
製
繊
工
程
に
係
る

も
の

五
八

繊
維
工
業
で
毛
織
物
機
械
染
色
整

理
工
程
（
の
り
抜
き
、
精
錬
漂

白
、
シ
ル
ケ
ッ
ト
加
工
そ
の
他
の

染
色
整
理
工
程
に
付
帯
し
て
行
わ

れ
る
加
工
処
理
工
程
（
以
下
「
染

色
整
理
工
程
付
帯
加
工
処
理
工



程
」
と
い
う

）
を
含
む

）
に
係

。

。

る
も
の

五
九

繊
維
工
業
で
織
物
機
械
染
色
整
理

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

六
〇

繊
維
工
業
で
織
物
手
加
工
染
色
整

理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加

工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も

。

の

六
一

繊
維
工
業
で
綿
状
繊
維
・
糸
染
色

整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯

加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る

。

も
の

六
二

繊
維
工
業
で
ニ
ッ
ト
・
レ
ー
ス
染

色
整
理
工
程
（
染
色
整
理
工
程
付

帯
加
工
処
理
工
程
を
含
む

）
に
係

。

る
も
の

四
・
五

六
三

繊
維
工
業
で
繊
維
雑
品
染
色
整
理

二

一
〇

一

工
程
（
染
色
整
理
工
程
付
帯
加
工

処
理
工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

六
・
五

四
・
五

六
四

繊
維
工
業
で
不
織
布
製
造
工
程
に

二

一

係
る
も
の

六
五

繊
維
工
業
で
フ
エ
ル
ト
製
造
工
程

に
係
る
も
の

六
六

繊
維
工
業
で
上
塗
り
し
た
織
物
及

び
防
水
し
た
織
物
製
造
工
程
に
係

る
も
の

六
七

繊
維
工
業
で
繊
維
製
衛
生
材
料
製

造
工
程
に
係
る
も
の

六
八

繊
維
工
業
（
五
五
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
・
五

六
九

一
般
製
材
業

二

三

一

七
〇

木
材
チ
ッ
プ
製
造
業

七
一

合
板
製
造
業

七
二

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業

（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

七
三

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業
で

湿
式
剥
皮
工
程
に
係
る
も
の

七
四

床
柱
製
造
業

七
五

木
材
薬
品
処
理
業

七
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
溶
解
パ
ル
プ
製

造
工
程
に
係
る
も
の

七
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
サ
ル
フ
ァ
イ
ト

パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

七
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又



は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
製
造
工
程
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は
サ

ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工

程
に
係
る
も
の

七
九

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ケ
ミ

グ
ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
又
は

未
さ
ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ

製
造
工
程
に
係
る
も
の
（
次
項
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

八
〇

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ケ
ミ
グ

ラ
ン
ド
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工

程
の
未
さ
ら
し
ケ
ミ
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
含
む

）
又
は
さ

。

ら
し
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造

工
程
（
前
工
程
の
未
さ
ら
し
セ
ミ

ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
製
造
工
程
を
含

む

）
に
係
る
も
の

。

八
一

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
未
さ
ら
し
ク
ラ

フ
ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
二

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
さ
ら
し
ク
ラ
フ

ト
パ
ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の

未
さ
ら
し
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
製
造

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
三

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

す
る
パ
ル
プ
製
造
工
程
に
係
る
も

の
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

八
四

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
古
紙
を
原
料
と

し
脱
イ
ン
キ
又
は
漂
白
を
行
う
パ

ル
プ
製
造
工
程
（
前
工
程
の
離
解

工
程
を
含
む

）
に
係
る
も
の

。

八
五

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
木
材
又
は
古
紙

以
外
の
も
の
を
原
料
と
す
る
パ
ル

プ
製
造
工
程
に
係
る
も
の

八
六

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ



ル
プ
を
主
原
料
と
す
る
洋
紙
製
造

工
程
（
前
工
程
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ル

プ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ー
グ
ラ
ン
ド
パ

ル
プ
又
は
サ
ー
モ
メ
カ
ニ
カ
ル
パ

ル
プ
製
造
工
程
を
有
す
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
も
の

。

八
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
洋
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の
（
前
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

八
八

パ
ル
プ
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
又

は
板
紙
製
造
業
で
板
紙
製
造
工
程

に
係
る
も
の

八
九

機
械
す
き
和
紙
製
造
業

九
〇

手
す
き
和
紙
製
造
業

九
一

塗
工
紙
製
造
業

九
二

段
ボ
ー
ル
製
造
業

九
三

重
包
装
紙
袋
製
造
業

九
四

セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業

九
五

乾
式
法
に
よ
る
繊
維
板
製
造
業

九
六

繊
維
板
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

九
七

パ
ル
プ
製
造
業
、
紙
製
造
業
又
は

紙
加
工
品
製
造
業
（
七
六
の
項
か

ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

二

四
・
五

一

三
・
五

九
八

新
聞
業

九
九

出
版
業

一
〇
〇

印
刷
業

一
〇
一

製
版
業

二

五
〇
・
五

一

五
〇
・
五

一
〇
二

窒
素
質
・
り
ん
酸
質
肥
料
製
造
業

一
〇
三

複
合
肥
料
製
造
業

一
〇
四

化
学
肥
料
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

二

四

一

二
・
五

一
〇
五

ソ
ー
ダ
工
業

一
〇
六

電
炉
工
業

一
〇
七

無
機
顔
料
製
造
業

二

五

一

二
・
五

燐
及
び
燐
化
合
物
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、
第

一
〇
八

無
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）
の
値

〇
五
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

）

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
、
八
と
す
る
。

る
も
の
を
除
く

）。

一
〇
九

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
、
触
媒
又
は
中
和

二

五

一

三
・
五

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
に
係

剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三

る
も
の

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

六
・
五
、
二
四
、
四
、
八
と
す
る
。

一
一
〇

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
、
触
媒
又
は
中
和

二

五

一

三

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三

顔
料
製
造
工
程
に
係
る
も
の

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

六
・
五
、
二
四
、
四
、
八
と
す
る
。



二

五

一

三

一
一
一

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
工
程
に
係
る

も
の

一
一
二

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

合
成
ゴ
ム
製
造
工
程
に
係
る
も
の

一
一
三

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業
で

燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
、
触
媒
又
は
中
和

二

五

一

三

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
工
程

剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三

（
脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
工
程
、

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

六
・
五
、
二
四
、
四
、
八
と
す
る
。

顔
料
製
造
工
程
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
造
工
程
及
び
合
成
ゴ
ム
製
造
工

程
を
除
く

）
に
係
る
も
の

。

二

五

一

三

一
一
四

石
油
化
学
系
基
礎
製
品
製
造
業

（
一
〇
九
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
一
五

脂
肪
族
系
中
間
物
製
造
業

燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
、
触
媒
又
は
中
和

二

五

一

三
・
五

剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

六
・
五
、
二
四
、
四
、
八
と
す
る
。

二

五

一

三

一
一
六

メ
タ
ン
誘
導
品
製
造
業

一
一
七

発
酵
工
業

一
一
八

コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
品
製
造
業

一
一
九

環
式
中
間
物
・
合
成
染
料
・
有
機

燐
又
は
そ
の
化
合
物
を
原
料
、
触
媒
又
は
中
和

二

五

一

三

顔
料
製
造
業

剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三

欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

六
・
五
、
二
四
、
四
、
八
と
す
る
。

二

五

一

三

一
二
〇

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業

一
二
一

合
成
ゴ
ム
製
造
業

一
二
二

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
（
一

〇
九
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く

）。

二

三

一

二
・
五

一
二
三

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

の
う
ち
レ
ー
ヨ
ン
の
製
造
に
係
る

も
の

一
二
四

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト
製
造
業

の
う
ち
ア
セ
テ
ー
ト
の
製
造
に
係

る
も
の

一
二
五

合
成
繊
維
製
造
業

一
二
六

脂
肪
酸
・
硬
化
油
・
グ
リ
セ
リ
ン

製
造
業

一
二
七

石
け
ん
・
合
成
洗
剤
製
造
業

一
二
八

界
面
活
性
剤
製
造
業
（
前
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
二
九

塗
料
製
造
業

一
三
〇

印
刷
イ
ン
キ
製
造
業

一
三
一

医
薬
品
原
薬
・
製
剤
製
造
業

二

医
薬
品
原
薬
製
造
工
程
（
燐
又
は
そ
の
化
合
物

六

一

五

を
原
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
に
限
る

）
に
あ

。

っ
て
は
、
第
三
欄
（
１

（
イ
）
及
び
（
ロ
）
の

）



値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
、
八
と
す
る
。

二

五

一

二
・
五

一
三
二

医
薬
品
製
剤
製
造
業

一
三
三

生
物
学
的
製
剤
製
造
業

一
三
四

生
薬
製
造
業

一
三
五

動
物
用
医
薬
品
製
造
業

二

五
・
五

一

二
・
五

一
三
六

火
薬
類
製
造
業

一
三
七

農
薬
製
造
業

一
三
八

合
成
香
料
製
造
業

一
三
九

香
料
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

一
四
〇

化
粧
品
・
歯
磨
・
そ
の
他
の
化
粧

用
調
整
品
製
造
業

一
四
一

に
か
わ
製
造
業

一
四
二

ゼ
ラ
チ
ン
・
接
着
剤
製
造
業
（
前

項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
四
三

写
真
感
光
材
料
製
造
業

一
四
四

天
然
樹
脂
製
品
・
木
材
化
学
製
品

製
造
業

一
四
五

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
製
造
業

一
四
六

化
学
工
業
（
一
〇
二
の
項
か
ら
前

項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二

三

一

二
・
五

一
四
七

石
油
精
製
業

一
四
八

潤
滑
油
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く

）。

一
四
九

コ
ー
ク
ス
製
造
業

一
五
〇

石
油
コ
ー
ク
ス
製
造
業

一
五
一

自
動
車
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
製
造

業

一
五
二

ゴ
ム
製
品
製
造
業
で
ラ
テ
ッ
ク
ス

成
型
型
洗
浄
工
程
に
係
る
も
の

一
五
三

ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
前
二
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

）。

二

一
四
・
五

一

一
四
・
五

一
五
四

な
め
し
か
わ
製
造
業

一
五
五

毛
皮
製
造
業

二

三

一

二
・
五

一
五
六

板
ガ
ラ
ス
製
造
業

一
五
七

板
ガ
ラ
ス
加
工
業

一
五
八

ガ
ラ
ス
製
加
工
素
材
製
造
業

一
五
九

ガ
ラ
ス
容
器
製
造
業

一
六
〇

理
化
学
用
・
医
療
用
ガ
ラ
ス
器
具

製
造
業

一
六
一

卓
上
用
・
ち
ゅ
う
房
用
ガ
ラ
ス
器

具
製
造
業

一
六
二

ガ
ラ
ス
繊
維
（
長
繊
維
に
限
る

）。

・
同
製
品
製
造
業

一
六
三

ガ
ラ
ス
繊
維
・
同
製
品
製
造
業

（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
六
四

ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業
（
一
五

六
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る



も
の
を
除
く

）。

一
六
五

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

一
六
六

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
業

一
六
七

セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
（
前
二
項

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
六
八

黒
鉛
電
極
製
造
業

一
六
九

砕
石
製
造
業

一
七
〇

鉱
物
・
土
石
粉
砕
等
処
理
業

一
七
一

模
造
真
珠
製
造
業
（
ガ
ラ
ス
製
の

も
の
に
限
る

）。

一
七
二

う
わ
薬
製
造
業

一
七
三

製
鋼
圧
延
を
行
う
高
炉
に
よ
る
製

鉄
業

一
七
四

製
鋼
圧
延
を
行
わ
な
い
高
炉
に
よ

る
製
鉄
業

一
七
五

フ
エ
ロ
ア
ロ
イ
製
造
業

一
七
六

高
炉
に
よ
ら
な
い
製
鉄
業
（
前
項

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

一
七
七

転
炉
（
単
独
転
炉
を
含
む

）
に
よ

。

る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

一
七
八

電
気
炉
（
単
独
電
気
炉
を
含
む

）。

に
よ
る
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業

一
七
九

熱
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
〇

冷
間
圧
延
業
（
一
八
二
の
項
及
び

一
八
三
の
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

）。

一
八
一

冷
間
ロ
ー
ル
成
型
形
鋼
製
造
業

一
八
二

鋼
管
製
造
業

一
八
三

伸
鉄
業

一
八
四

磨
棒
鋼
製
造
業

一
八
五

引
抜
鋼
管
製
造
業

一
八
六

伸
線
業

一
八
七

ブ
リ
キ
製
造
業

一
八
八

亜
鉛
鉄
板
製
造
業

一
八
九

め
っ
き
鋼
管
製
造
業

一
九
〇

め
っ
き
鉄
鋼
線
製
造
業

一
九
一

表
面
処
理
鋼
材
製
造
業
（
一
八
七

の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く

）。

一
九
二

鍛
鋼
製
造
業

一
九
三

鍛
工
品
製
造
業

一
九
四

鋳
鋼
製
造
業

一
九
五

銑
鉄
鋳
物
製
造
業
（
一
九
六
の
項

及
び
一
九
七
の
項
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く

）。

一
九
六

鋳
鉄
管
製
造
業



一
九
七

可
鍛
鋳
鉄
製
造
業

一
九
八

鉄
粉
製
造
業

一
九
九

鉄
鋼
業
（
一
七
三
の
項
か
ら
前
項

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）。

二
〇
〇

非
鉄
金
属
製
造
業

二
〇
一

電
気
め
っ
き
業

燐
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を

二

五
・
五

一

三
・
五

設
置
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
四
、

八
、
一
、
四
・
五
と
す
る
。

二
〇
二

金
属
製
品
製
造
業
（
前
項
に
掲
げ

（
一
）
溶
融
め
っ
き
工
程
（
燐
又
は
そ
の
化
合

二

五
・
五

一

三
・
五

る
も
の
を
除
く

）

物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置
す
る
も

。

の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値

。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、

四
、
八
、
一
、
四
・
五
と
す
る
。

（
二
）
ア
ル
マ
イ
ト
加
工
工
程
（
燐
又
は
そ
の

化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置
す

る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄

。

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従

い
、
八
、
五
〇
、
一
、
八
・
五
と
す
る
。

二

三

一

二
・
五

二
〇
三

一
般
機
械
器
具
製
造
業

二
〇
四

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
製
造
業

二
〇
五

電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
前
項
に

（
一
）
民
生
用
電
気
機
械
器
具
製
造
工
程
（
燐

二

三

一

二
・
五

掲
げ
る
も
の
を
除
く

）

又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

。

を
設
置
す
る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て

。

は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の

順
序
に
従
い
、
六
、
八
、
一
、
六
・
五
と

す
る
。

（
二
）
半
導
体
素
子
製
造
工
程
に
あ
っ
て
は
、

第
三
欄
（
１

（
ロ
）
の
値
は
、
八
と
す

）

る
。

二
〇
六

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
工
程
（
燐
又
は
そ
の

二

四

一

三
・
五

化
合
物
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
設
置
す
る
も

の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、

。

そ
れ
ぞ
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
四
、
八
、

一
、
四
・
五
と
す
る
。

二

四

一

三

時
計
・
同
部
分
品
製
造
工
程
（
時
計
側
を
除

二
〇
七

精
密
機
械
器
具
製
造
業

第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ

く

）
に
あ
っ
て
は
、

。
れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
八
、
九
、
一
、
四
・

五
と
す
る
。

二

四
・
五

一

三
・
五

二
〇
八

ガ
ス
製
造
工
場

二
〇
九

下
水
道
業

活
性
汚
泥
法
、
標
準
散
水
ろ
床
法
そ
の

一

四

一

四

（
一
）他

こ
れ
ら
と
同
程
度
に
下
水
中
の
燐
を
除

去
で
き
る
方
法
よ
り
高
度
に
下
水
中
の
燐

を
除
去
で
き
る
方
法
に
よ
り
下
水
を
処
理

す
る
も
の
（
高
濃
度
の
燐
を
含
有
す
る
汚

水
を
多
量
に
受
け
入
れ
て
処
理
す
る
も
の

を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１
）

。

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）
の
値
は
、
二
と

）



す
る
。

（
二
）
高
濃
度
の
燐
を
含
有
す
る
汚
水
を
多
量

に
受
け
入
れ
て
処
理
す
る
も
の
（
活
性
汚

泥
法
、
標
準
散
水
ろ
床
法
そ
の
他
こ
れ
ら

と
同
程
度
に
下
水
中
の
燐
を
除
去
で
き
る

方
法
に
よ
り
下
水
を
処
理
す
る
も
の
に
限

る

）
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
（
１
）

。

の
値
は
、
八
と

（
ロ
）
及
び
（
２

（
ロ
）

）

す
る
。

四

五

二

四
・
五

二
一
〇

空
瓶
卸
売
業

二
一
一

共
同
調
理
場
（
学
校
給
食
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
代
百
六
十
号
）

第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
を

い
う

）。

四

一
〇

二

四
・
五

二
一
二

弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業

四

八

二

五

二
一
三

飲
食
店

四

五

二

四
・
五

二
一
四

旅
館

五

八

一

六

二
一
五

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業

二
一
六

洗
濯
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

四

五

二

四
・
五

二
一
七

商
業
写
真
業

二
一
八

写
真
業
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く

）。

二
一
九

自
動
車
整
備
業

二
二
〇

病
院

二
二
一

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

二

第
二
欄
に
規
定
す
る
表
に
定
め
る
構
造
を
有
す

八

一

四

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

る
し
尿
浄
化
槽
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
、
三
、
一
、
三
と

〇
一
人
以
上
の
も
の
に
限
る

）

す
る
。

。

二
二
二

し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行

二

第
二
欄
に
規
定
す
る
表
に
定
め
る
構
造
を
有
す

八

一

五

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

る
し
尿
浄
化
槽
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る

三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る

の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ

も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
欄
の
値
は
、
そ
れ
ぞ

り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五

れ
同
欄
の
順
序
に
従
い
、
一
、
三
・
五
、
一
、

〇
〇
人
以
下
二
〇
一
人
以
上
の
も

三
・
五
と
す
る
。

の
に
限
る

）。

八

一

四

嫌
気
性
消
化
法
、
好
気
性
消
化
法
、
湿
式
酸
化

二
二
三

し
尿
処
理
業
（
し
尿
浄
化
槽
に
係

二

法
又
は
活
性
汚
泥
法
に
凝
集
処
理
法
を
加
え
た

る
も
の
を
除
く

）。

方
法
よ
り
高
度
に
し
尿
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
に
よ
り
し
尿
を
処
理
す
る
も
の
に
あ

第
三
欄
（
１

（
ロ
）
及
び
（
２
）

っ
て
は
、

）

（
ロ
）
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
、
三
と
す
る
。

四

五

二

四
・
五

二
二
四

ご
み
処
理
業

二
二
五

廃
油
処
理
業

八

一

四
・
五

二
二
六

産
業
廃
棄
物
処
理
業
（
前
項
に
掲

四

げ
る
も
の
を
除
く

）。



四

五

二

四
・
五

二
二
七

死
亡
獣
畜
取
扱
業

一
〇

二

四
・
五

二
二
八

と
畜
場

四

五

二

四
・
五

二
二
九

中
央
卸
売
市
場

四

二
三
〇

地
方
卸
売
市
場

二
三
一

試
験
研
究
機
関
（
水
質
汚
濁
防
止

法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
各
号
に

掲
げ
る
も
の
を
い
う

）。

八

一

八

二
三
二

一
の
項
か
ら
前
項
ま
で
に
分
類
さ

一

れ
な
い
も
の



参考資料１

水質総量規制制度の概要

１ 骨格

【総量削減基本方針】
○ 指定水域ごとに内閣総理大臣が定める。

○ 削減目標量の設定等（現在ＣＯＤについて
設定）

【総量削減計画】
○ 都府県ごとに知事が策定し、内閣総理大臣

の同意を得る。
○ 発生源別の削減目標量及び削減の方途等

【事業の実施】
○ 下水道の整備

○ し尿処理施設の整備
○ その他

【 】総量規制基準による汚濁負荷量の規制
○ 排水量が50ｍ3／日以上の工場・事

業場について遵守義務
○ 汚濁負荷量の測定義務

【汚濁負荷量削減の指導等】
○ 小規模事業場 等



２ 体系

（ ）指定項目 指定水域 東京湾、伊勢湾、瀬戸内海

○ ＣＯＤ（現行） ○ 特定の広域的な閉鎖性水域

指定地域知 事 意見聴取

○ 原則として指定水域に流入する汚濁発生源を有する地域

総 量 削 減 基 本 方 針

公害対策会議 議を経る ○ 指定水域ごとに内閣総理大臣が定める
○ 現実的に対応可能な範囲で目標値の設定

【方針の内容】
知 事 意見聴取 ① 指定水域における発生源別削減目標量

通 知 ② 都道府県に削減目標量の割当て
③ 総量削減の基本的事項（イ．産業 ロ．生活 ハ．その他）
④ 目標年度

公害対策会議

総 量 削 減 計 画議を経る
国及び地方

内閣総理大臣 同 意 ○ 都道府県ごとに知事が作成 公 共 団 体

【計画の内容】
関係市町村長 意見聴取 ① 発生源別の削減目標量

（イ．産業 ロ．生活 ハ．その他） 計画達成の努力
② 削減の方途（イ．総量規制基準

ロ．下水道の整備等 ハ．その他）

指定地域内事業場以外の汚濁発生源に対しては、
総 量 規 制 基 準

をする。指導・助言・勧告
① 事業場ごとに適用
② 許容限度は１日当たり（負荷量＝届出排水量×一定濃度） （総量削減計画に基づいて知事が行う）

【排水基準（濃度規制）は併行運用】 ① 未規制業種・小規模事業場（50m／日未満）3

② 小規模生活排水（201人槽未満）
③ 養殖漁場
④ 畜舎排水指定地域内事業場
⑤ その他

○ 水質汚濁防止法で規定する特定事業場（排水量50m／日以上3

の工場、下水終末処理場、し尿処理場、大規模浄化槽）
○ 指定地域内事業場は

をする。負荷量測定方法の届出・負荷量の測定・記録

総量規制基準の遵守

（直罰制はとらない。但し排水基準には直罰を適用）
○ 命令違反者に対して罰則の適用

※ ※ 指定地域内事業場以外の報告徴収・立入検査
汚濁発生源に対しては報告徴収

負荷量監視体制

（知事は負荷量・水質等について常時把握する）
① 測定計画
② テレメータ
③ その他



３ 総量規制基準の適用について

（１）位置付け

水質総量規制においては、内閣総理大臣が、現行の排水基準では環境基準を達

成・維持することが困難な東京湾、伊勢湾及び瀬戸内海（以下「指定水域」とい

う ）について、総量削減基本方針で指定水域の水質汚濁に関係する地域（以下。

「指定地域」という ）から発生する汚濁負荷量の削減目標量、その達成の目標。

年度等を定めることとされています。

また、関係都府県知事は、この総量削減基本方針に基づき、総量削減計画でそ

の都府県内の発生源別の削減目標量及びその達成の方途等の事項を定め、所要の

対策を実施することとされています。

この負荷量削減対策の中心をなすのが、総量規制基準による規制であり、指定

地域内の工場・事業場から排出される汚濁負荷量の削減を図るものです。

（２）適用対象（別紙）

公共用水域に汚水又は廃液を排出する指定地域内の工場または事業場のうち、

一日当たりの平均的な排出水の量が五十立方メートル以上のもの（以下「指定地

域内事業場」という 。。）

（３）適用単位

総量規制基準は、個々の指定地域内事業場単位で、排出される汚濁負荷量の許

容限度として定められます。

（４）都府県知事による総量規制基準の設定

総量規制基準は、以下の算式により設定されます。

－３Ｌ＝Ｃ・Ｑ×１０

Ｌ 排出される汚濁負荷量（単位 一日につきｷﾛｸﾞﾗﾑ）

Ｃ 都府県知事が定める一定の濃度（単位 一ﾘｯﾄﾙにつきﾐﾘｸﾞﾗﾑ）

Ｑ 特定排出水（後述）の量（単位 一日につき立方ﾒｰﾄﾙ）

関係都府県知事は、この算式中Ｃで表される値について、環境庁長官が定める

業種その他の区分ごとに、環境庁長官が定める範囲（上限値及び下限値）内にお

いて定めることとされています。



（５）特定排出水

（４）の算式中Ｑで表される「特定排出水」とは、工場・事業場からの排出水

のうち、事業活動その他の人の活動に使用された水であり、雨水や、一過性の間

接冷却水のようにその用途により汚濁負荷量が増加しないものに使用された排出

水は除外されます。

また、特定排出水は、通常の操業状態における最大の排出水量として、汚水処

理施設の処理能力、生産設備の生産能力、操業時間等から定まるものであり、個

々の指定地域内事業場で固有の量です。

（６）指定地域内事業場が二以上の業種その他の区分に属する場合の取扱い

生産工程等が二以上の業種その他の区分に区分される指定地域内事業場の総量

規制基準は、それぞれの業種その他の区分ごとに汚濁負荷量を算定した値を合計

した汚濁負荷量として定められます。

（７）都道府県知事が総量規制基準を設定するに当たっての留意点

都道府県知事は、環境庁長官が定める範囲内において、現行の排水基準、上乗

せ排水基準等を参考としつつ、これまでにとられた対策努力、排水処理技術の水

準等を勘案の上、実施可能な限度における対策努力を前提に総量規制基準を設定

します。

このため、取水中の汚濁負荷、用水使用の合理化に伴う排水中濃度の増加、原

材料、製造方法等の相違による排水性状の相違、中小企業等に配慮して、実態に

則した適切な値となるよう、今後各都府県における環境審議会等において、技術

的・専門的立場からの意見を十分踏まえつつ検討が行われることとなります。



（ 別 紙 ）

総量規制基準の適用対象

下 水 処 理 場 （ 生 活 分 ）

合併処理
2 0 1人槽以上合併処理浄化槽

2 0 0人槽以下合併処理浄化槽

し 尿 処 理 場
生 活

単独処理
2 0 1人槽以上単独処理浄化槽

2 0 0人槽以下単独処理浄化槽

未 処 理 雑 排 水

下 水 処 理 場 （ 産 業 分 ）汚

濁
５ ０ ｍ ３ ／ 日 以 上 の
指 定 地 域 内 事 業 場

発 産 業

生 小 規 模 特 定 事 業 場

源
未 規 制 事 業 場

下 水 処 理 場 （ 畜 産 分 ）

５ ０ ｍ ３ ／ 日 以 上 の
畜 舎 （ 牛 、 馬 、 豚 ）畜 産

そ の 他 （ 牛 、 馬 、 豚 ）
その他

下 水 処 理 場 （ そ の 他 分 ）

土 地

山 林 、 水 田 、 畑 等 そ の 他

：総量規制基準が適用される工場又は事業場



上段：現行
下段：改正案（空欄は変化なし）

Cc0
下限

Cc0
上限

Cci
下限

Cci
上限

Ccj
下限

Ccj
上限

33 ふくらし粉・イースト・その他の
酵母剤製造業 120 140 120 140 110 130

110 130 100 120 90 110
76

80 100 70 100 60 90

70 90 90 80
79

140 170 130 170 130 170

150 120 140
81

60 80 60 80 50 70

70 50 70 40 60
82

70 100 70 100 70 90

60 80
82

80 100 70 100 70 90

60 80
83

60 80 60 80 50 70

70 60
84 平成８年９月１日前の特

定施設に係る量 80 110

100
85

120 140 120 140 70 90

100 120 100 120
86

60 80 60 80 60 80

50 70 40 60 40 60
87

30 50 30 50 30 50

20 40 20 40

参考資料２

化学的酸素要求量の総量規制基準に係る範囲を改定した業種その他の区分及びその範囲

業種その他の区分の名称

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で溶解パルプ製造工程に
係るもの

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業でさらしクラフトパルプ
製造工程（前工程の未さらしクラ
フトパルプ製造工程を含む。）に

精選工程においてドラム
型洗浄機を使用している
もの

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で古紙を原料とするパル
プ製造工程に係るもの（次項に掲
げるものを除く。）

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で古紙を原料とし脱イン
キ又は漂白を行うパルプ製造工程
（前工程の離解工程を含む。）に

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で木材又は古紙以外のも
のを原料とするパルプ製造工程に
係るもの

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業でグランドパルプ、リ
ファイナーグランドパルプ又は
サーモメカニカルパルプを主原料
とする洋紙製造工程（前工程のグ
ランドパルプ、リファイナーグラ
ンドパルプ又はサーモメカニカル
パルプ製造工程を有するものに限
る。）に係るもの

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で未さらしケミグランド
パルプ製造工程又は未さらしセミ
ケミカルパルプ製造工程に係るも
の（次項に掲げるものを除く。）

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で未さらしクラフトパル
プ製造工程に係るもの（次項に掲
げるものを除く。）

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業でさらしクラフトパルプ
製造工程（前工程の未さらしクラ
フトパルプ製造工程を含む。）に

パルプ製造業、洋紙製造業又は板
紙製造業で洋紙製造工程に係るも
の（前項に掲げるものを除く。）

1



Cc0
下限

Cc0
上限

Cci
下限

Cci
上限

Ccj
下限

Ccj
上限

業種その他の区分の名称

89 機械すき和紙製造業 パルプ製造工程を有する
もの 60 110 60 90 60 90

80
102 窒素質・りん酸質肥料製造業

30 90 30 70 30 60

60 50 50
109 石油化学系基礎製品製造業で脂肪

族系中間物製造工程に係るもの 60 90 60 90 50 70

80 40 60
109 石油化学系基礎製品製造業で脂肪

族系中間物製造工程に係るもの
平成８年９月１日前の特
定施設に係る量 60 80

50 70
109 石油化学系基礎製品製造業で脂肪

族系中間物製造工程に係るもの
青酸誘導品含有排水を排
出する工程 210 540 210 290 210 290

230 190 210
109

100 150 100 120 100 120

120 80 100 80 100
109 石油化学系基礎製品製造業で脂肪

族系中間物製造工程に係るもの
エピクロルヒドリン製造
工程 150 170 150 170 150 170

140 160 130 150 130 150
110

50 130 50 110 40 60

100 70 30 50
110 合成染料又は合成染料中

間物の製造工程 190 350 190 250 190 250

250 210 180 200
111 石油化学系基礎製品製造業でプラ

スチック製造工程に係るもの 30 50 30 50 30 50

20 40 20 40
112 石油化学系基礎製品製造業で合成

ゴム製造工程に係るもの
乳化重合法による合成ゴ
ム製造工程 70 90 70 90 70 90

50 70 50 70 50 70
112 石油化学系基礎製品製造業で合成

ゴム製造工程に係るもの
クロロプレンゴム製造工
程 140 160 140 160 140 160

130 150 130 150 130 150
113 有機ゴム薬品製造工程

280 300 280 300 280 300

270 290 260 280 260 280

石油化学系基礎製品製造業で脂肪
族系中間物製造工程に係るもの

塩素化合物触媒を用いた
アセトン又はアセトアル
デヒドの製造工程

石油化学系基礎製品製造業で環式
中間物・合成染料・有機顔料製造
工程に係るもの

石油化学系基礎製品製造業で環式
中間物・合成染料・有機顔料製造
工程に係るもの

石油化学系基礎製品製造業で有機
化学工業製品製造工程（脂肪族系
中間物製造工程、環式中間物・合
成染料・有機顔料製造工程、プラ
スチック製造工程及び合成ゴム製
造工程を除く。）に係るもの

2



Cc0
下限

Cc0
上限

Cci
下限

Cci
上限

Ccj
下限

Ccj
上限

業種その他の区分の名称

113 有機農薬原体製造工程

180 240 180 220 160 220

230 210 190
114

60 90 60 70 50 70

80 40 60 40 60
115 脂肪族系中間物製造業 青酸誘導品含有排水を排

出する工程 210 540 210 290 210 290

230 190 210
115 脂肪族系中間物製造業

100 150 100 120 100 120

120 80 100 80 100
115 脂肪族系中間物製造業 エピクロルヒドリン製造

工程 150 170 150 170 150 170

140 160 130 150 130 150
117 発酵工業

120 140 120 140 120 140

110 130 110 130
118 コールタール製品製造業

140 170 140 170 140 170

120 140 120 140 120 140
119 環式中間物・合成染料・有機顔料

製造業 50 130 50 110 40 60

110 80 30 50
120 プラスチック製造業

30 50 30 50 30 50

20 40 20 40
120 プラスチック製造業

70 90 70 90 70 90

50 70 50 70
121 合成ゴム製造業 クロロプレンゴム製造工

程 140 160 140 160 140 160

130 150 130 150 130 150
122 有機ゴム薬品製造工程

280 320 280 300 280 300

270 290 270 290
122 有機農薬原体製造工程

180 240 180 220 160 220

210 190
123 レーヨン・アセテート製造業のう

ちレーヨンの製造に係るもの 50 60 40 60 30 50

30 50 20 40

石油化学系基礎製品製造業で有機
化学工業製品製造工程（脂肪族系
中間物製造工程、環式中間物・合
成染料・有機顔料製造工程、プラ
スチック製造工程及び合成ゴム製
造工程を除く。）に係るもの

石油化学系基礎製品製造業（109の
項から前項までに掲げるものを除
く。）

塩素化合物触媒を用いた
アセトン又はアセトアル
デヒドの製造工程

メチルメタクリレート樹
脂又はアクリロニトリ
ル・ブタジエン・スチレ
ン共重合樹脂の製造工程

有機化学工業製品製造業（109の項
から前項までに掲げるものを除
く。）

有機化学工業製品製造業（109の項
から前項までに掲げるものを除
く。）

3



Cc0
下限

Cc0
上限

Cci
下限

Cci
上限

Ccj
下限

Ccj
上限

業種その他の区分の名称

125 合成繊維製造業

30 60 30 50 30 50

20 40 20 40
125 合成繊維製造業 アクリル系繊維製造工程

60 80 60 80 50 70

40 60 30 50
138 合成香料製造業

120 160 120 150 120 140

110 130 110 130
145 イオン交換樹脂製造業

170 280 170 250 130 190

150
149 コークス製造業

180 220 180 200 90 160

120
173 製鋼圧延を行う高炉による製鉄業

20 40 20 40 20 40

10 30 10 30 10 30
173 製鋼圧延を行う高炉による製鉄業 コークス炉を有するもの

50 70 40 60 40 60

40 60 30 50 30 50
209 下水道業

10 60 10 40 10 40

30 30 30
221

30 70 30 60 30 50

50
221 処理対象人員が5,000人以

下のもの
40 70 30 60 30 50

50
223 し尿処理業（し尿浄化槽に係るも

のを除く。） 40 70 30 50 30 50

60 20 40
223 し尿処理業（し尿浄化槽に係るも

のを除く。）

10 50 10 50 10 50

40

※上記以外の業種その他の区分については変更なし。

嫌気性消化法、好気性消
化法、湿式酸化法又は活
性汚泥法に凝集処理法を
加えた方法より高度にし
尿を処理することができ
る方法によりし尿を処理
するもの

ろ床法より高度に下水を
処理することができる方
法により下水を処理する
もの

し尿浄化槽（建築基準法施行令
（昭和25年政令第338号）第32条第
１項の表に規定する算定方法によ
り算定した処理対象人員が501人以
上のものに限る。）

し尿浄化槽（建築基準法施行令
（昭和25年政令第338号）第32条第
１項の表に規定する算定方法によ
り算定した処理対象人員が501人以
上のものに限る。）

4



参考資料 ３

窒素及び燐の汚濁負荷量の測定における自動計測器の適用について

１ 指定地域内事業場からの排出水の汚濁負荷量の測定における窒素及び燐の汚

染状態の計測方法に自動計測器を位置付けるに当たっては、その現場における

適用性等を十分検討することが必要である。

２ 総量規制基準等専門委員会においては 「全窒素及び全燐測定に係る水質自、

動測定装置による測定方法」の公定法化について検討が行われていた「水質分

析方法検討会 」における検討結果を踏まえ、現存する自動計測器（別紙）と※

手分析の比較試験等により自動計測器の現場における適用性について確認した

上で、窒素及び燐の汚染状態の計測方法について検討を行ったところである。

※１ 環境庁水質保全局長が依頼した検討員をもって構成される検討機関

※２ 水質分析方法検討会検討員

石塚 紀夫 新潟大学 理学部教授

梅崎 芳美 (社)産業環境管理協会 名誉参与

岡本 研作 物質工学工業技術研究所 計測化学部長

土屋 悦輝 工学院大学工学部応用化学科 非常勤講師

並木 博 横浜国立大学 名誉教授

西村 哲治 国立医薬品食品衛生研究所 環境衛生化学部第三室長

牧野 和夫 国立環境研究所環境研修センター主任教官

宮崎 章 資源環境技術総合研究所 水圏環境保全部長

森田 昌敏 国立環境研究所 地域環境研究グループ統括研究官

吉田 政治 大阪府公害監視センター 水質環境課主査



（別紙）

全窒素・全燐自動計測器の例

メーカー 全窒素自動計測器 全燐自動計測器 備考

装置 分析方法 装置 分析方法

Ａ社  Ａ
アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム分解－UV法
（１２０℃）  ａ

ペルオキソ二硫酸カリウム分解－モリブデン青（アスコ
ルビン酸）吸光光度法（１２０℃）

２成分計
(同時測定可)

Ｂ社  Ｂ 接触熱分解－化学発光法  ｂ
ペルオキソ二硫酸カリウム分解－モリブデン青（アスコ
ルビン酸）吸光光度法（１２０℃）

Ｃ社  Ｃ
アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム（UV酸化分
解）－UV法（酸化試薬有り）  ｃ

ペルオキソ二硫酸カリウム(UV酸化分解)－モリブデン青
（アスコルビン酸）吸光光度法(酸化試薬有り)(９５℃)

２成分計
(同時測定可)

Ｄ社  Ｄ
アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム分解－UV法
（１２０℃）  ｄ

ペルオキソ二硫酸カリウム分解－モリブデン青（アスコ
ルビン酸）吸光光度法（１２０℃）

２成分計
(交互測定)

Ｅ社  Ｅ 接触熱分解－化学発光法  ｅ
ペルオキソ二硫酸カリウム分解・ＦＩＡ－モリブデン青
（アスコルビン酸）吸光光度法（１５０℃）

Ｆ社  Ｆ 接触熱分解－化学発光法

Ｇ社  Ｇ
アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム分解・ＦＩＡ
－UV法（１６０℃） ｇ

ペルオキソ二硫酸カリウム分解・ＦＩＡ－モリブデン青
（アスコルビン酸）吸光光度法（１６０℃）

２成分計
(同時測定可)

Ｈ社  Ｈ
アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム紫外線電気分
解－ＵＶ法（９５℃） ｈ

光触媒併用紫外線電気分解－モリブデン青（アスコルビ
ン酸）吸光光度法（９５℃）

２成分計
(同時測定可)

Ｉ社 ｉ
ペルオキソ二硫酸カリウム分解－モリブデン青（アスコ
ルビン酸）吸光光度法（１２０℃）



参考資料 ４

化学的酸素要求量の汚濁負荷量の測定方法等の概要

１ 汚染状態及び排水量の計測方法

排水量の区分 水質の計測方法 水量の計測方法 排水の期間

(ｍ ／日) (測定の期間)３

４００以上 環境庁告示別記 環境庁告示別記 毎 日注）

１(1)または(2) ２(1)または(2) (毎日測定)

２００～４００ ７日

以上 未満 (1回以上／ 7日)

環境庁告示別記 環境庁告示別記

１００～２００ １(1)～(4)の ２(1)～(3)の １４日

以上 未満 いずれかの方法 いずれかの方法 (1回以上／14日)

５０～１００ ３０日

以上 未満 (1回以上／30日)

環境庁告示別記１（汚染状態の計測方法）注）

（１）排水基準に係る指定計測法との換算式を用いて自動計測器により計

測する方法

（２）コンポジットサンプラーにより採水し、指定計測法で計測する方法

（３）指定測定法により計測する方法（ ２）の方法を除く）（

（４）簡易な計測器により計測する方法

環境庁告示別記２（排水量の計測方法）

（１）流量計又は流速計により計測する方法

（２）積算体積計により計測する方法

（３）ＪＩＳＫ００９４の８に定める方法

２ 汚濁負荷量の算定方法

－３Ｌ＝Ｃ・Ｑ×１０

この式において、Ｌ、Ｃ及びＱは、それぞれ次の値を表すものとする。

Ｌ 排出される汚濁負荷量（単位 一日につきｷﾛｸﾞﾗﾑ）

Ｃ 特定排出水の化学的酸素要求量（単位 一ﾘｯﾄﾙにつきﾐﾘｸﾞﾗﾑ）

Ｑ 特定排出水の量（単位 一日につき立方ﾒｰﾄﾙ）


